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1 本手引き(案)の取扱い 
1-1 目的 
電子納品に関する手引き(案)(以下、「本手引き(案)」という)は、山口県土木建築部の設計、

地質・土質調査、測量業務における電子納品を円滑に実施するために、協議の内容、電子納品

の作成、検査方法など、発注者及び受注者が留意すべき事項を示したものである。 

本手引き（案）に記載されていない事項については、別途作成している各要領・基準（案）

によるものとする。 

また、本案は基準・要領の改訂等にあわせて適宜、見直していく。 

 

 

1-2 電子納品の定義 
 本手引きにおける「電子納品」を以下のとおり定義する。 

 電子納品とは、調査・測量・設計などの各業務の最終成果を電子データで納品すること

をいう。ここでいう電子データとは、各電子納品要領(案)等に示されたファイルフォーマ

ットに基づいて作成されたものを指す。 

電子納品は、山口県業務委託共通仕様書において規定される成果品を対象とする。 

なお、当該仕様書の改定(電子納品への対応)までの間については、電子納品実施のために必

要な事項は特記仕様書に記載する。 
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1-3 標準的な電子納品の流れ 
  

標準的な電子納品の流れを図1-1に示す。 

 

発注者 受注者

特記仕様書の作成

事前協議
・電子納品の対象書類
・電子納品媒体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・電子納品する電子データのファイル形式
・実施中のデータ交換方法
・書類検査時の対応　（電子データによる検査範囲、PC等の準備、操作担当、「紙」書類の準備）
・詳細は、「現場における電子納品に関する事前協議ガイドライン（案）[土木設計業務編]」に従
う。

日々の業務遂行・打合せ・情報交換（電子的に文書を作成）

要領（案）、基準（案）に
沿ったデータ作成

成果品電子媒体の作成と事前チェック

・データの作成および内容確認
・チェックシステムの利用
・ウィルスチェック　　　　等

成果品電子媒体のチェック

・ウィルスチェック　
・チェックシステムの利用
・データの内容確認　　　　等

電子納品・保管管理システム
への登録

電子化されなかった成果品の
保管管理

発注図書の準備

検査事前協議

電子成果品の提出

発注手続
2-2

着手時の
打合せ

2-3

実施

納品・検査
2-5

保管・管理
2-6

成果品作成
2-4

ステップと
参照項

書類検査

・要領（案）に沿っているか
　　→チェックシステムを用いる

・要領（案）に沿っているか
　　→チェックシステムを用いる

・電子納品された副のCD-R

電子データ
の受け渡し

電子データの受け渡し

・要領（案）に沿っているか
　　→チェックシステムを用いる

 
 

 

 

図 1-1 電子納品全体の流れ 

（電子データがある場合）

ステップ
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1-4 電子納品の対象範囲 
1-4-1 電子納品の対象とする成果品 
電子納品の対象とする成果品は表1-1に示すとおりである。 

表1-1 成果品を規定する仕様書 

種 別 仕様書名称 

土木設計業務 

測量業務 

地質調査 

山口県業務委託共通仕様書 

 

 

 

電子納品の納品形態は、図1-2のとおり成果品の特性に合わせ、紙と電子データとを用いる

こととする。 

 

 
 

図 1-2 電子納品での成果品提出パターン 
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1-5 要領・基準類の相互関係 
 電子納品に係わる要領・基準類の関係を表1-2に示す。 

電子納品作成にあたり、本手引きに従い作成するものとする。但し、本手引きに記載のない

事項に関しては、各要領・基準類を参考にするものとする。 

 

表 1-2 電子納品に係わる要領・基準類の関係 

 

 手引き、各要領・基準(案)類 委託 工事 

1 電子納品に関する手引き(案) 業務編 ○  

2 土木設計業務等の電子納品要領(案) ○  

3 土木設計業務等の電子納品要領(案) 電気通信設備編 ○  

4 土木設計業務等の電子納品要領(案) 機械設備工事編 ○  

5 測量成果電子納品要領(案) ○  

6 地質・土質調査成果電子納品要領(案) ○  

7 デジタル写真管理情報基準(案) ○ ○ 

8 CAD 製図基準に関する運用手引き(案) ○ ○ 

9 CAD 製図基準(案) ○ ○ 

10 CAD 図面作成要領(案) (港湾局版) ○ ○ 

11 CAD 製図基準(案) 電気通信設備編 ○ ○ 
12 CAD 製図基準(案) 機械設備工事編 ○ ○ 
13 電子納品に関する手引き(案) 土木編  ○ 
14 工事編工事完成図書の電子納品要領(案)  ○ 
15 工事完成図書の電子納品要領(案) 電気通信設備編  ○ 
16 工事完成図書の電子納品要領(案) 機械設備工事編  ○ 
17 電子納品要領(案) 機械設備工事編 施設機器コード  ○ 

 

 

(1)電子納品に関する手引き(案) (本手引き(案)) 

業務の準備段階から保管管理までの全般にわたり、電子納品の運用や受発注者間の協議

に係る事項について記載している。 

(2)要領(案)、基準(案) 

電子成果品を作成する際のフォルダ構成やファイル形式など、納品される電子データの

仕様等について記載している。 

 

 

 

【参考】 

 山口県の手引き(案)、各要領(案)、基準(案)は国土交通省版を準拠しており、国土交通省版

及び関連情報の入手については、国土交通省国土技術政策総合研究所のwebサイトの電子納品

に関するページを参照のこと。 

URL：(http://www.nilim-ed.jp/index_denshi.htm) 
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2 成果品作成に関する事項 
2-1 フォルダ構成 
 

業務委託の成果品のフォルダ構成は、図2-1のとおりであり、電子納品するそれぞれのデ

ータは、所定のフォルダに格納し、電子媒体(CD-R もしくはDVD-R)で納品する。 

但し、対象データがない場合、空フォルダを作成する必要はない。 

 

(業務管理ファイル)

NDEX_Ｄ.XML

（報告書フォルダ）

REPORT

電子媒体ルート

CAD製図基準(案)

（図面フォルダ）

（写真フォルダ）

PHOTO

デジタル写真管理情報基準(案)

SURVEY

（測量データフォルダ）

測量成果電子納品要領(案)

地質調査資料整理要領(案)

BORING

（地質データフォルダ）

（1）→

（2）→

（3）→

（4）→

（5）→

ＯＴＨＲＳ

（その他のタフォルダ）（6）→

NDE_Ｄ02.DTD

番号 項目

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

報告書

図面

写真

測量成果

地質調査資料

その他の資料

DRAWING

※１
OTHRS

 

図 2-1 電子納品対象資料(業務)と資料の格納場所 

INDEX_D.XML 

INDE_D03.DTD 

DRAWING 
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2-2 電子成果品の作成 
2-2-1 成果品の各種管理ファイルと管理項目 
各種管理ファイルとは、成果品の中に収められているデータを検索・参照・再利用するため

に必要な管理項目（属性項目）を、XML形式で作成した業務概要やデータの説明用のファイル

である。 

 管理ファイルには、業務全体を説明した「業務管理ファイル」と成果品の各フォルダに納め

られた各種データの内容について説明した各管理ファイルがある。 

業務管理ファイルの管理項目は、成果品の電子データファイルを業務単位で検索・参照・再

利用するための属性項目であり、それ以外の各管理ファイルの管理項目は、設計や測量、地質

調査など業務ごとに成果品が異なるため、成果品を格納するフォルダごとに属性項目が定めら

れている。 

以下に代表的な管理ファイル一覧を示す。詳細な内容については、下表に示す電子納品要

領・基準(案)を参照すること。 

 
表2-1 管理ファイル一覧および電子納品要領・基準(案) 

 

管理区分 管理ファイル名 参照する要領・基準(案) 

業務管理ファイル INDEX_D.XML 土木設計業務等電子納品要領(案) 

報告書管理ファイル REPORT.XML 〃 

図面管理ファイル DRAWING.XML CAD 製図基準(案) 

写真管理ファイル PHOTO.XML デジタル写真管理情報基準(案) 

測量情報管理ファイル SURVEY.XML 測量成果電子要領(案) 

地質情報管理ファイル BORING.XML 地質・土質調査成果電子要領(案) 
 
業務管理ファイルの記入項目を次頁に示す。その他の各管理ファイルの記入方法については、

各基準（案）、要領（案）を参照のこと。



電子納品に関する手引き(案)【業務編】 

 

 
7                 山口県 

業務管理ファイル(INDEX_D.XML)に記入する項目は以下のとおり。 

 分類 記入内容 データ表現 文字数 必要度

提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の電子媒体であれ
ば１となる。 半角数字 8 ◎

提出した電子媒体の総枚数を記入する。
半角数字 8 ◎

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版（「土木200406-01」
で固定）を記入する。（分野：土木、西暦年：2004、月：06、版：01）

全角文字
半角英数字

30 ◎

報告書を格納するために「REPORT」フォルダを作成した場合はフォ
ルダ名称（REPORTで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

報告書オリジナルファイルを格納するフォルダ名称
（REPORT/ORGで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

図面を格納するために「DRAWING」フォルダを作成した場合はフォ
ルダ名称（DRAWINGで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成した場合はフォル
ダ名称（PHOTOで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

測量データを格納するために「SURVEY」フォルダを作成した場合
はフォルダ名称（SURVEYで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

地質データを格納するために「BORING」フォルダを作成した場合
はフォルダ名称（BORINGで固定）を記入する。 半角英数大文字 127 ○

TECRISのマニュアル(コード表）のバージョン（システムのバージョ
ン）を記入する。当面は「０」を記入 半角数字 12 ◎

TECRISセンターが発行する受領書に記載される番号を記入する。
TECRIS登録番号がない業務は、「0」を記入する。 半角英数字 11 ◎

各発注者機関で業務１件につき固有の番号（箇所コード（13桁））
を、発注機関の指示に従い記入する。 半角英数字 30 ◎

設計図書に記載されている契約上の正式な業務名称を記入する。
全角文字
半角英数字

127 ◎

山口県のHPから、「業務管理コード表」をダウンロードし、該当する９
桁の住所コードを記入する。 半角数字 9 ◎

当該地域の住所を記入する。（複数記入可）
全角文字
半角英数字

127 ◎

契約上の履行期間の着手年月日をCCYY-MM-DD方式で記入す
る。月または日が１桁の数の場合「0」を付加して、必ず10桁で記入
する。（CCYY：西暦の年数、MM：月。DD：日）
例）平成16年1月1日 → 2004-01-01

半角数字
-(HYPHEN-MINUS)

10 ◎

契約上の履行期間の完了年月日をCCYY-MM-DD方式で記入す
る。月または日が１桁の数の場合「0」を付加して、必ず10桁で記入
する。（CCYY：西暦の年数、MM：月。DD：日）
例）平成16年12月3日 → 2004-12-03

半角数字

-(HYPHEN-MINUS)
10 ◎

日本測地系、世界測地系(日本測地系2000）の区分コードを記入す
る。日本測地系は｢00」、世界測地系(日本測地系2000）は｢01」を記
入する。

半角数字 2 ◎

該当なし。「０」とする。
半角数字 5 ○

業務名に掲げられている路河川等名称を記入する。
全角文字
半角英数字

127 ○

「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：0」のいずれかを記入す
る。 半角数字 1 ○

山口県のHPから、「業務管理コード表」をダウンロードし、該当する
「路河川コード」を検索し、６桁のコードを記入する。 半角数字 10 ○

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別を示す左右岸上下
線コードを記入する。（複数記入可） 半角数字 2 ○

起点側測点-ｎ
（自）ｎ＋ｍ
　　　ｎ（起点側の測点）を4桁で記入する。

半角数字 4 ○

起点側測点-ｍ
（自）ｎ＋ｍ
　　　ｍを3桁で記入する。

半角数字 3 ○

終点側測点-ｎ
（至）ｎ＋ｍ
　　　ｎ（終点側の測点）を4桁で記入する。

半角数字 4 ○

終点側測点-ｍ
（至）ｎ＋ｍ
　　　ｍを3桁で記入する。

半角数字 3 ○

左右岸上下線コード

項目名

対象水系路線コード

対象水系路線名

現道－旧道区分

対象河川コード
（対象路河川コード）

住所

履行期間－着手

履行期間－完了

測地系

測
点
情
報
※

メディア番号

メディア総枚数

適用要領基準

報告書フォルダ名

報告書オリジナルファイルフォルダ名

図面フォルダ名

写真フォルダ名

測量データフォルダ名

地質データフォルダ名

基
礎
情
報

業
務
件
名
等

場
所
情
報

住
所
情
報
※

水
系
|

路
線
情
報
※

業務実績システムバージョン番号

業務実績システム登録番号

設計書コード

業務名称

住所コード
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全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字2文字で

全角文字1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（基本的に記入する。ただし、該当するデータがない場合には、記

入しなくてもよい。) 

       △：任意記入。 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す 

 

分類 記入内容 データ表現 文字数 必要度

起点側距離標-ｎ
（自）ｎ+ｍ
　　ｎを3桁で記入する。（距離標がある場合に記入）

半角数字 3 ○

起点側距離標-ｍ
（自）ｎ+ｍ
　　ｎを3桁で記入する。（距離標がある場合に記入）

半角数字 3 ○

終点側距離標-ｎ
（至）ｎ+ｍ
　　ｎを3桁で記入する。（距離標がある場合に記入）

半角数字 3 ○

終点側距離標-ｍ
（至）ｎ+ｍ
　　ｎを3桁で記入する。（距離標がある場合に記入）

半角数字 3 ○

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。
　度（4桁）　分（2桁）　秒（2桁）
対象領域が西経の場合は頭文字に-（HYPHEN-MINUS）を記入す
る。該当がない場合は「99999999」と記入する。

半角数字-
（HYPHEN-
MINUS)

8 ◎

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。
　度（4桁）　分（2桁）　秒（2桁）
対象領域が西経の場合は頭文字に-（HYPHEN-MINUS）を記入す
る。該当がない場合は「99999999」と記入する。

半角数字-
（HYPHEN-
MINUS)

8 ◎

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。
　度（4桁）　分（2桁）　秒（2桁）
対象領域が南緯の場合は頭文字に-（HYPHEN-MINUS）を記入す
る。該当がない場合は「99999999」と記入する。

半角数字-
（HYPHEN-
MINUS)

8 ◎

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。
　度（4桁）　分（2桁）　秒（2桁）
対象領域が南緯の場合は頭文字に-（HYPHEN-MINUS）を記入す
る。該当がない場合は「99999999」と記入する。

半角数字-
（HYPHEN-
MINUS)

8 ◎

施設
情報

施設名称を記入する。
全角文字
半角英数字

127 ○

山口県のＨＰから「業務管理コード表」ダウンロードし、「発注機関
コード」メニューから検索し、3桁コードを記入する。
例）013：長門土木建築事務所

半角数字 8 ◎

発注機関・事務所の名称を記入する。
全角文字
半角英数字

127 ◎

企業名（正式名称）を記入する。
全角文字
半角英数字

127 ◎

発注者が定める請負者コードを記入する。 半角英数字 10 ◎

「1.調査設計」「2.地質調査」「3.測量」「4.その他」から選択し番号を
記入する。 半角数字 1 ◎

業務分野コードをTECRISコード表より選択し記入する。（複数記入
可） 半角英数字 7 ◎

TECRIS業務キーワード集より選択し記入する。（複数記入可）
全角文字
半角英数字

10 ◎

業務の概要を記入する。業務の要件が理解しやすいように簡潔か
つ正確に記入する。

全角文字
半角英数字

300 ◎

特記事項がある場合に記入する。（複数記入可）
また、既存図面データが、CAD製図基準に合致していない場合等
には、CAD製図基準に準拠していない旨を記述する。

全角文字
半角英数字

127 △

ソフトウェアメーカが管理のために使用する。（複数記入可）
全角文字
半角英数字

127 △

項目名

場
所
情
報

水
系
・
路
線
情
報
※

境
界
座
標
情
報

距
離
標
情
報
※

施設名称

西側境界座標経度

東側境界座標経度

北側境界座標緯度

南側境界座標緯度

ソフトメーカ用TAG

予備

業務概要

業務キーワード

発注者機関事務所名

発注者機関コード

業
務
情
報

受
注
者
情
報

発
注
者
情
報

業務分野コード

主な業務の内容

受注者コード

受注者名
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(1) 成果品の業務管理項目は、該当する以下に示す各要領(案)による。 

 

No 手引き、各要領・基準(案)類 

1 土木設計業務等の電子納品要領(案) 

2 土木設計業務等の電子納品要領(案) 電気通信設備編 

3 土木設計業務等の電子納品要領(案) 機械設備工事編 

(2)境界座標の記入について 

｢境界座標｣の測地系は、世界測地系（日本測地系2000）に準拠する。境界座標を入手する方

法としては、国土地理院 Web サイトのサービスを利用する方法がある。以下に、「測量成果電

子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス」のホームページを示す。 

 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/index.html 

 

境界座標を取得する方法は次のとおり。 

 

 
 

図 2-1-2 測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス 

 

境界座標情報は、電子地図上での検索を目的として規定している。業務対象が離れた地点に

数箇所点在する場合または広域の場合は、受発注者間で協議し、[場所情報]を業務範囲全体と

するか代表地点とするか決定すること。一般的には、業務範囲を包括する外側境界で境界座標

をとることが望ましく、なるべく正確な位置を記入すること。 

なお、場所情報の詳細な解説は、「土木設計業務等の電子納品要領(案)」の「付属資料3 場

所情報の記入方法」を参照すること。 
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2-2-2 成果品データのファイル形式 
 

電子納品対象成果品のファイル形式は表2-2のとおりであり、以下に各電子データに関する

運用を示す。 

 

表 2-2 調査設計業務の電子納品ファイル形式 

種別 項目 ファイル形式 フォルダ名 適用する基準等 

報告書ファイル PDF*1 REPORT 
報告書 

オリジナルファイル オリジナル REPORT/ ORG 

山口県土木設計業務等の 

電子納品要領(案) 

図面 
道路・橋梁・樋門 

等、34工種 
SXF*2 DRAWING 山口県CAD 製図基準(案) 

参考写真 JPEG PHOTO / PIC 

設計業務

写真 

参考図 
JPEG、

TIFF(G4) 
PHOTO / DRA 

山口県デジタル写真管理情報基準

(案) 

報告書ファイル PDF*1 REPORT 

報告文 

オリジナルファイル オリジナル REPORT/ ORG 

山口県土木設計業務等の電子納品

要領(案) 

ボーリング交換用データ XML BORING/DATA 

電子柱状図 PDF*1 BORING/LOG 
ボーリング

柱状図 

電子簡略柱状図 SXF*2 BORING/DRA 

山口県地質・土質調査成果電子納品

要領(案) 

地質平面図 SXF*2 DRAWING 

図面 

地質断面図 SXF*2 DRAWING 

山口県土木設計業務等の電子納品

要領(案)・CAD製図基準(案) 

コア写真 コア写真 JPEG BORING/PIC 

試験結果及

び調査結果
土質試験及び地盤調査 

PDF*1 

JPEG 
BORING/TEST 

山口県地質・土質調査成果電子納品

要領(案) 

写真 現場写真 JPEG PHOTO / PIC 
山口県デジタル写真管理情報基準

(案) 

地質土質

調査 

その他 その他の地質調査資料 － BORING/OTHRS 
山口県地質・土質調査成果電子納品

要領(案) 

基準点測量 PDF、TXT等*3 SURVEY/KITEN 

水準点測量 PDF、TXT等*3 SURVEY/SUIJUN

地形測量 
DM、PDF、TXT

等*3 
SURVEY/CHIKEI

路線 PDF、TXT等*3 SURVEY/ROSEN 

河川 PDF、TXT等*3 SURVEY/KASEN 

測量作業 測量データ

用地測量 PDF、TXT等*3 SURVEY/YOUCHI

山口県測量成果電子納品要領(案)

 

*1:報告書ファイルのデータ形式は、将来的にはXMLへの移行を考慮するが、国土交通省における電子納品 

 との連携を図るため、暫定的な措置としてPDF形式をとる。 

*2:図面ファイルのデータ形式は、SXF(SFC)とする。 

*3:各測量には、それぞれサブフォルダがあり格納するデータにより形式は、PDF形式・TXT形式等になる。 
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2-2-3 報告書ファイル 
 

(1)フォルダ構成 

  報告書ファイルのフォルダ構成を、図2-2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 報告書ファイルのフォルダ構成 

 

(2)報告書管理ファイル 

 報告書管理ファイルに記載する管理項目については、「土木設計業務等電子納品要領(案)」

の「3-2報告書管理項目」に、詳細な解説がされているので参照されたい。 

 

(3)報告書ファイル 

 報告書ファイルは「PDF形式」により作成する。また、報告書ファイルの作成にあたって

は、以下の点に留意する。 

 

(a)報告書ファイルの作成 

 報告書の電子納品については、納品後の取扱いを考慮して、以下の各事項に従うものと  

する。 

 
REPORT

ORG （報告書オリジナルサブフォルダ）

（報告書フォルダ）

REPORT.XML （報告書管理ファイル）

REP03.DTD

REPORT01.PDF（報告書ファイル01）

REPORTnn.PDF（報告書ファイルnn）
…

REP01_01.XXX
　（報告書オリジナルファイル01_01）

…

REPnn_mm.XXX
　（報告書オリジナルファイルnn_mm）
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  1)用紙サイズ 

  ファイル変換時の用紙サイズ設定は、「A4縦」を基本とする。 

  2)解像度・圧縮率設定 

ファイル変換時は、印刷時を想定した解像度及び圧縮率の設定を行い、作成した報告

書ファイルを印刷した際に、文書中の文書、表、図、写真の中身が判読できるように設

定する。 

  3)フォントの埋め込み 

ファイル変換時におけるPDF形式ファイルへのフォント埋め込みは行わない。したが

って、ワープロによる文書作成にあたっては、標準的なフォントのみを使用し、PDF 形

式ファイルへのフォント埋め込みが必要となるような特殊なフォントはしないよう留

意する。 

  4)フォントの使用について 

PDF 化における体裁の崩れを防ぐため、日本語プロポーショナルフォントは使用しな

い。「MS明朝」及び「MSゴシック」の使用を基本とする。 

  5)ファイルサイズ 

報告書製本時の1冊分が、1つのPDF形式ファイルとなることを原則とする。報告書フ

ァイルの許容される1ファイルあたりの最大容量の目安は、10MBとする。 

  6)報告書原稿の作成 

報告書の原稿はワープロ、表計算などのソフトウェアで作成し、PDF形式ファイルは

それらのソフトウェア(オリジナルファイル)から直接変換し作成することを原則とす

る。 

なお、電子納品のPDFファイル変換方式は、表2-3のとおりであり、以下に各方式の特

長を示す。 

表 2-3 PDF ファイル変換方式と特長 

 
オリジナルファイルから変換 

する方式 

紙をスキャンニングして作成/ 

変換する方式 

作成の手間 
オリジナルファイルの構成の整

理や、関連ソフトの用意が必要 

スキャナ、自動給紙装置、関連ソ

フトなどのシステム化が必要 

ファイル容量 

小さい 

(オリジナルファイルサイズ以下

となる場合が多い) 

大きい 

(内容やページ数により数百MB程

度となる場合もある) 

ファイル内容の

文字検索 
可能 

最近では可能となりつつある(機

器、ソフトの利用が必要) 

ファイルの加工
ページごとの分割/結合や若干の

修正は可能 
ほぼ不可能 

納品形態 
PDF ファイルがオリジナルデータ

とならない 

PDF ファイルがオリジナルデータ

となる 

 

  7)報告書ファイルへの追加事項 

報告書ファイルには報告書本文の他、下記のファイルを最後に追加する。 

 

 ・業務打合せ簿 

    ・業務計画書 

    ・特記仕様書 
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(ｂ)報告書ファイルの編集 

   報告書ファイルの編集においては、以下の各項目に従うものとする。 

 

1)しおりの作成 

PDF 形式の目次である「しおり(ブックマーク)」を報告書の目次と同じ章、節、項まで

の各項目で作成する。また報告書ファイルを分割する場合は、当該ファイル以外のしおり

に関しては、章に関してのみ作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 しおりの作成 

 

 

 

2)セキュリティ、文書情報の設定 

パスワード、印刷・変更・再利用の許可等のセキュリティに関する設定は行わない。 

   

報告書ファイル①

1 章．〇〇○
1-1 節．××
1-1-1 項. △△

1章.〇〇○
1-1 節.××

1-1-1 項.△△

2章.◇◇◇

3章.□□□

本文 しおり 

報告書ファイル②

2 章．◇◇◇
2-1 節．××
2-1-1 項. △△ 

1章.〇〇○ 

2-1 節.××
2-1-1 項.△△

2章.◇◇◇ 

3章.□□□ 

本文 しおり 

報告書ファイル③ 

3 章．◇◇◇ 
3-1 節．××
3-1-1 項. △△

1.〇〇○

3-1 節.××
3-1-1 項.△△ 

2.◇◇◇
3章.□□□

本文 しおり 

どのファイル間でも行き

きができるようにリンク

を貼る 
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3)しおりの作成時期 

複数のPDFファイルへまたがってしおりを作成する場合には、電子納品要領に基づくフ

ァイル名称変更後(REPORTnn.PDF)に対してしおりを作成する。 

 

 

複数のPDFファイルへの「しおり」の作成について

10_業務概要.xxx
20_○○の設計.xxx

10_業務概要.PDF
20_○○の設計.PDF

REPORT01.PDF
REPORT02.PDF

オリジナルファイル

注：この時点では、「しおり」「サムネイ
ル」を作成しない。

注：「しおり」「サムネイル」を作成する。

 
※要領に基づくファイル名に変更した後に「しおり」を作成しないと、リンク設定がはず

れてしまう。 

※同一ファイル内のしおりに関しては、作成時期は無関係。 

図 3-4 しおりの作成時期 

 

(3)報告書オリジナルファイル 

   REPORT フォルダに収める「報告書ファイル(PDF 形式)」を作成するために使用した全て

の元データは、オリジナルファイルとして、REPORT フォルダのサブフォルダである、ORG

フォルダに収め、提出することを原則とする 

      ただし、解析、数量計算ソフト等専用ソフトのオリジナルファイルについては、提出の

必要性及びデータ形式について、業務着手時に受発注者間で協議を行い決定する。協議に

あたっては、ファイルの再利用の可能性、作成ソフトの一般性などを考慮する。 

 

 

(4)報告書ファイル名称 

   報告書ファイル名称の作成方法は以下のとおりとする。   

   

大文字のアルファベット6文字
「REPORT」：固定

英数字2文字： 連番
　（nn）　（01～99　※1）

REPORT nn .PDF

拡張子3文字
「.PDF」：固定

 
 

 
注：この時点では、「しおり」を作成しない。 

注：「しおり」を作成する。 
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ファイル名として使える文字は、半角英数字8文宇、使用できる文字は英大文字「A～Z」、

数字「0～9」、アンダースコア「_ 」である。詳細は以下のとおり。 

 

例：報告書ファイル 

REPORT 01 .PDF 

英字3文字:拡張子は固定 「PDF」 

数字2文字:連番 O1～99 

複数ファイルになる場合は、この番号に 

より区別する。*1 

英字6文字:固定「REPORT」 

 

5)報告書オリジナルファイルの名称 

1つの報告書ファイルに対し複数の報告書オリジナルファイルが存在する場合は、対応

する報告書ファイル名が判断できる名前とその番号により、ファイルを区別する。 

 

  REP01 _ 01 .XXX 

    英字3文字:作成ソフトウェア固有の拡張子 *2 

数字2文字:関連報告書ファイル内で連番01～99」*1 

アンダースコア1文字:固定 

英字3文字:固定「REP」 

数字2文字:報告書ファイルの番号「01～99」*1 

 

*1:連番が100を越える場合は、以下のようにアルファベットを用いる。 

例)100～109の場合…A0～A9 

110～119の場合…B0～B9 

120～129の場合…C0～C9 

 

*2:ソフトウェア固有の拡張子の例を以下に示す。 

例)「.DOC」：Microsoft Word 

「.XLS」：Microsoft Excel 

「.JXW」：一太郎 
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2-2-4 図面ファイル 
図面ファイルとは、電子化された図面(CAD データ)をいう。 

共通仕様書及び特記仕様書に規定される成果品CADデータについて、本手引き(案)において

規定されていない項目については、「CAD製図基準に関する運用手引き(案)」に従うものとする。 

 

(1) 図面ファイルのフォルダ構成 

図面ファイルのフォルダ構成を、図2-5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 図面ファイルのフォルダ構成 

 

(2) CAD データの形式 

納品する図面ファイルのファイル形式は、 SXF(SFC)形式とする。 

 

   ※CADデータ交換フォーマットとは、異なるCADソフト間のオリジナルデータを相互に使

用できるように標準化したものであり、交換標準(SXF)とは、SCADEC eXchange Format

の略で、CADデータ交換標準開発コンソーシアム(SCADEC：Standard CAD data Exchange 

format in Japanese Construction field)によるISO国際規格STEP/AP202に準拠した

標準フォーマットのことをいう。 

 

 

(3) 図面ファイル名 

 

 CAD データのファイル名は、以下の原則に従う。 

 

半角英数字(3文字)：拡張子（SFC）
半角英数字(1文字)：改訂履歴(0～9、A～Y、最終はZとする)
半角数字(3文字)：図面番号(001～999)
半角英字(2文字)：図面種類(ex.平面図：PL)
半角英数字(1文字)：整理番号(0～9、A～Z）
半角英字(1文字)：ライフサイクル(S:測量、D:設計、C:施工、M:維持管理)

.拡張子

 

DRAWING （図面フォルダ）

DRAWING.XML （図面管理ファイル）

DRAW03.DTD

D0PL001Z.SFC（図面ファイル）

D0PLnnnZ.SFC

… 図面ファイルnnn個



電子納品に関する手引き(案)【業務編】 

 

 
17                 山口県 

(例)  D 0 PL 001 1. SFC 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は、CAD製図基準(案)「付属資料1 ファイル名一覧」を参照する。 

 

 
(4) レイヤ名 

 

CAD データのレイヤ名は、以下の原則に従う。

□－□～□－□～□

半角英字(1文字)：責任主体(S:測量、D:設計、C:施工、M:維持管理)

□－□～□－□～□

半角英数字(4文字以下)：作図要素（ex. 旗上げ：HTXT）

半角英数字(4文字以下)：図面オブジェクト（ex.主構造物：STR）

 

 

【レイヤとは】 

レイヤは図面を層に分割して扱う機能のことである。図形要素をレイヤに割り当てること

によって、図面上の情報をレイヤ単位で扱うことができる。CAD では作業効率を向上させる

ため、レイヤ単位毎に色や線種の設定、画面上の表示・非表示の設定、紙への出力・非出力

の設定が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レイヤを分けることにより、以下のことが可能となる。 

(a) 図面要素や寸法、注記などの補助図形要素をレイヤに入れておくことにより、図形要素

と補助図形要素の表示や出力を個別に行うことができる。 
(b) レイヤ構造を整理することにより、ライフサイクルにわたって図面を活用するときの図

(例) D-STR-HTXT 

図面番号:表題欄の図面番号を表す。 

整理番号: ライフサイクル、図面種類、図面番号をより詳細に区分

する必要がある場合に使用する。

ライフサイクル：測量、設計、施工、維持管理の各段階を表す。こ

こでは、設計段階を表している。 

図面種類:平面図、縦断図等を表す。ここでは平面図を表している。

改訂履歴:履歴の表し方は、最初に 0～9 を用い、それ以上の改訂が

生じた場合は、A～Y を用いる。納品時は Z とする。ここでは、1
回のデータの改訂があったことを表している。 

見た目は1枚 

3枚のレイヤから構成 
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0.13、0.18、0.25、0.35、0.5、0.7、1、1.4、2mm

形要素の修正、検索が容易になる。 

(c) 作業中、必要なレイヤのみを表示して、画面を見やすくすることができる。 

 

レイヤ名は、図形要素・補助図形要素を把握するために分類・命名する。 

詳細は、「付属資料2 レイヤ名一覧」を参照する。 

 

(5) 線の太さ 

図面に使用する線は、太さの比率により細線/太線/極太線(1:2:4)の 3種類とする。 

また、輪郭線は、1.4mm又は1.0mmとする。線の太さは、図面の大きさや種類により以下の中

から選ぶ。 

 

 

 

 

CAD製図に用いる線の太さの組み合わせ例は以下の通りである。 

表2-4 線の太さの選択例 

輪郭線 細線 太線 極太線 比率 

0.50 1.00 2.00 

0.35 0.70 1.40 

0.25 0.50 1.00 

0.18 0.35 0.70 

1.4(A0,A1) 

1.0(その他) 

0.13 0.25 0.50 

(1:2:4) 

 

(6) 線の種類 

線の種類は原則として、実線、破線、1点鎖線、2点鎖線の4種類とする。 

 

表 2-5 基本的な太さと利用法(例) 

太い実線 外形線 
細い実線 寸法線、引き出し線など

破線 隠れた部分の外形線 
細い一点鎖線 中心線 
太い一点鎖線 切断線 

 

(7) 線色 

「CAD 製図基準(案)」(付属資料-2)では線色を定義している。新規レイヤを作成する場合

は表2-5および表2-6を基本として受発注者協議して決定すること。 

 

表 2-6 線色のつけ方の基本 

オブジェクト 線 色 
主構造物 赤 
寸法、文字 白 
図枠など 黄 
その他の構造物 赤 
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(8) 線色 

CADデータ作成に用いる色は、原則として黒、赤、緑、青、黄色、マジェンタ、シアン、

白、牡丹、茶、橙、薄緑、明青、青紫、明灰、暗灰の16色とする。 

 
(9) 作成途中段階における図面の取扱い 

最終成果品とならない作成途中段階での、受発注者間におけるCAD データの受渡方法やデ

ータ形式については、受発注者間で協議の上決定すること。 

 

(10) CAD製図基準(案)の確認 

作成した図面がCAD製図基準(案)に沿って作図されているか、市販のCADソフト等により確

認を行うこと。 

 

(11) SXF(SFC)形式図面の確認 

図面作成後、SXF(SFC)形式にデータ変換出力し、市販のソフト又はSXFブラウザ※等を用い、

オリジナルデータと比較して、完全な互換性が確保されているか確認すること。 

 確認項目は以下のとおり。 

 

■用紙サイズは合っているか 

■画面と用紙サイズが一致しているか 

■着色部分がはみ出していないか 

■図面の再現性は確保できているか 

■文字や数値が、正しく表示されているか 

■使用しているフォントが、「MS明朝」または「MSゴシック」であるか 

 

※ SFXブラウザ 

CADデータ交換標準(SXF)で出力された図面データを表示・印刷する国土交通省の無償

ソフト『SXFブラウザ Ver3.0.0(H17.11月5日現在)』であり、下記アドレスからダウン

ロードする事ができる。(但し、図面を表示・印刷する機能のみで、編集の機能はない。) 

http://www.cals.jacic.or.jp/cad/developer/SXFBrowserDownload.htm 

 

(12) 設計図面のオリジナルファイル 

図面ファイル(SXF(SFC))の元となるオリジナルファイルは、別途電子納品することを妨げ

ないが、以下の内容に配慮する。 

 

  ■オリジナルファイルの提出 

  オリジナルファイルは電子納品対象外であるため、電子納品を求める場合には、

業務着手時に受発注者間で協議を行い納品の有無を決定する。その際、発注者は、

オリジナルファイルの提出により電子納品媒体が複数枚に及ぶ場合など、本来の電

子成果品の作成に支障が無いよう配慮する。 

  ■オリジナルファイルのファイル形式 

オリジナルファイルのファイル形式は、受注者が使用するソフトのファイル形式

とする。 
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2-2-5 写真ファイル 
共通仕様書及び特記仕様書に規定される写真等の成果品について、本手引き(案)において規

定されていない項目については、「デジタル写真管理情報基準(案)」に従うものとする。 

 

(1) フォルダ構成 

写真ファイルのフォルダ構成を図2-6に示す。 

 

PHOTO

PIC （写真サブフォルダ）

（写真フォルダ）

PHOTO.XML （写真管理ファイル）

PHOTO03.DTD

P0000001.JPG

…

DRA （参考図サブフォルダ）

…

Pnnnnnnn.JPG

（写真ファイル
　　　ｎnnnnnn個）

D0000001.XXX

Dnnnnnnn.XXX

（参考図ファイル
　　　ｎnnnnnn個）

 
 

図 2-6 写真の成果品のフォルダ構成 

 

 

(2)写真管理ファイル 

  写真管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど活用し

ていくための属性項目である。詳細は、「デジタル写真管理情報基準(案)」を参考とするこ

と。 

 

(3)写真ファイルについて 

■ 写真ファイルの記録形式は、「JPEG」とする。 

■ 写真の圧縮率は、「1/8」よりも低い圧縮率とする。 

■ 撮影モードは、「1024×768」画素以上とする。 

■ 写真1枚の容量の目安を、「500KB」程度以下(100 万画素程度)とする。 

■ 写真の信憑性を考慮し、原則として写真編集は認めない。ただし、監督(調査)職員
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の承諾を得た場合は、回転、パノラマ、全体の明るさの補正程度は認めることとす

る。 

 

  1)写真ファイル命名規則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2)参考図ファイル名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考図とは、写真を撮影した位置や撮影方向を示す位置図や撮影した構造物の付図等

のことである。写真と参考図のリンクは、写真管理ファイルにより関連付けられている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

拡張子固定3文字： 「JPG」
大文字のアルファベット1文字

「P」：固定

P . JPG

写真フォルダ内で重複しない
任意の英数字(7文字)

nnnnnnn

拡張子固定3文字： 「JPG」
又は「TIF」

大文字のアルファベット1文字
「D」：固定

D . XXX

参考図フォルダ内で重複しない
任意の英数字(7文字)

nnnnnnn
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2-2-6 地質・土質調査における電子成果品 
（1）地質・土質調査成果のフォルダ構成 

  地質・土質調査成果ファイルのフォルダ構成を図2-7に示す。 

電子媒体ルート

REPORT

INDE_Dnn.DTD

DRAWING

PHOTO

SURVEY

BORING

報告文を格納

地質平面図、地質断面図を格納

DATA（ボーリング交換用データフォルダ）

BRG0150.DTD　(地質情報管理ファイルのDTD)

BORING.XML（地質情報管理ファイル）

BED0210.DTD  (ボーリング交換用データのDTD)

BEDNNNN.XML  (ボーリング交換用データ)
（NNNNは0001からの連番を示す。）

LOG（電子柱状図フォルダ）

BRGNNNN.PDF　（電子柱状図）
（NNNNは0001からの連番を示す。）

DRA（電子簡略柱状図フォルダ）

BRGNNNN.拡張子　（電子簡略柱状図）
（NNNNは0001からの連番を示す。）

PIC（コア写真フォルダ）

CPIC0110.DTD  （コア写真管理ファイルのDTD）

COREPIC.XML  （コア写真管理ファイル）

CNNNNMMM.JPG  （デジタルコア写真）
（NNNN、MMMはそれぞれ番号を示す。）

RKKKKLLL.JPG  （デジタルコア写真整理結果）
(KKKK、LLLはそれぞれ番号を示す。）

TEST（土質試験及び地盤調査フォルダ）

GTST0120.DTD　　（土質試験及び地盤調査管理ファイルのDTD）

GRNDTST.XML　　（土質試験及び地盤調査管理ファイル）

STLIST.XML  （土質試験結果一覧表データ）

BRGNNNN

（NNNNは割り振られた番号を示す。）

TSNNNMMM.PDF  （電子データシート）

（NNN、MMMはそれぞれ番号を示す。）

TSNNNMMM.XML  （データシート交換用データ）
（NNN、MMMはそれぞれ番号を示す。）

INDEXD_D.XML

地質・土質調査成果電子納品要領(案)

ST0210.DTD  （土質試験結果一覧表データのDTD）

STLIST.PDF  （電子土質試験結果一覧表）

TESTPIC
(デジタル試料供試体写真フォルダ)

SNNNMMMK.JPG （デジタル試料供試体写真）
(NNN,MMM,Kはそれぞれ番号を示す。)

SITNNNN
（NNNNは割り振られた番号を示す。）

OTHRS（その他の地質・土質調査成果フォルダ）

OTHR0110.DTD　(その他管理ファイルのDTD)

OTHRFLS.XML　(その他管理ファイル)

********.***　(その他の地質・土質調査成果)

（nnはバージョン名を示す。）

CAD製図基準(案)

デジタル写真管理情報基準(案)

土木設計業務等の電子納品要領(案)

現場写真を格納

図2-7 地質及び土質調査成果ファイルのフォルダ構成 
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【解説】 

地質データフォルダに格納するデータは以下のとおりである。 

■地質及び土質調査成果の管理ファイル 

地質及び土質調査成果のファイルに記載する管理項目については、「地質・土質調査成果電

子納品要領(案)」の「報告書管理項目」に、詳細な解説がされているので参照されたい。 
 

■ボーリング交換用データフォルダ 

 ボーリング交換用データは、主要な発注機関でお互いに情報が交換できるよう、データベー

ス化や特定用途での利用を考慮し、必要に応じて独自の情報が付加できるように、フリーな情

報も記載できるフォーマット形式とした。 

 

■電子柱状図フォルダ 

 電子柱状図は PDF ファイルのほかに、CAD のデータフォーマットを利用する方法も考えられ

る。しかし、電子柱状図については、CAD を利用して図面に切り貼りするようなことはないと

考えられ、過去の調査資料の検索・表示・印刷が行えれば十分であると判断して、PDF 形式と

した。  

 

■電子簡略柱状図フォルダ 

電子簡略柱状図はCADによる切り貼りに利用することを前提としており、ファイル形式につ

いてはCADデータ交換標準に則したフォーマットで納品することが原則である。 

 

■地質平面図フォルダ 

地質平面図とは、地質・土質調査で作成される平面図の総称として用いる。調査位置図、各

種等高線図、区分図、分類図等の各種平面図を含むものである。  

 

■地質断面図フォルダ 

 地質断面図とは、地質・土質調査で作成される土質断面図、岩盤を対象とした地質断面図を

合わせたものを指す。 

 

■コア写真フォルダ 

 地質・土質調査で採取したボーリングコアの写真成果を指す。コア写真の電子成果品につい

ては、コア箱1箱を1枚に収めたデジタルコア写真とそれらのデジタル写真を編集して1枚に

繋ぎ合わせたデジタルコア写真整理結果を納品することとしている。  

 

■土質試験及び地盤調査フォルダ 

土質試験及び地盤調査に付随して実施される原位置試験及び現地計測、室内試験の試験・計

測結果等に関する電子成果品を指す。 

 

■その他地質・土質調査フォルダ 

解析の出力データや観測値、物理探査の生データ、ボアホール画像データ等を除くその他の

地質・土質調査成果のうち、受発注者協議の上、電子納品を行うことになった成果品を指す。  

  

 

(２)地質及び土質調査成果品とフォルダ構成の関係 

地質・土質調査成果の電子化対象は、以下のとおりである。 

 

(ア)報告文 

(イ)ボーリング柱状図 

(ウ)地質平面図 

(エ)地質断面図 
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(オ)土質試験及び地盤調査 

(カ)現場写真 

(キ)その他の地質・土質調査成果 

 

各々の成果の格納場所及び関係する基準・要領を下表に示す。 

 

表 3-8 地質・土質調査成果とフォルダの構成 

地質・土質調査成果の種類 フォルダ 
サブ 

フォルダ
関係する基準・要領など 

(ア)報告文 REPORT  
「土木設計業務等の電子納品要領(案)」に従

う。 

ボーリング交換用 

データ 
DATA 

電子柱状図 LOG 

ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図 

電子簡略柱状図 

BORING 

DRA 

 ボーリング固有で客観性の高い情報であ

ることから、「BORING」フォルダに保存する。

なお、土質、岩盤、地すべりボーリング等、

調査対象や柱状図様式の違いにより、フォル

ダの構成を変えることはしない。データの作

成方法等については、地質・土質調査成果電

子納品要領(案)「第 2 章 ボーリング柱状図

編」を参照することとする。 

(ウ)地質平面図 

(エ)地質断面図 

DRAWING  

 「土木設計業務等の電子納品要領(案)」と

「CAD 製図基準(案)」に従い、「DRAWING」フ

ォルダに保存する。図面の記載方法や電子デ

ータの作成方法等については地質・土質調査

成果電子納品要領(案)の「第 3 章 地質平面

図編」「第 4章 地質断面図編」を参照するこ

ととする。 

(オ)コア写真 PIC 

 ボーリング固有で客観性の高い情報であ

ることから、「BORING」フォルダに保存する

こととする。 

(カ)土質試験及び地盤調査 

BORING 

TEST 

 ボーリング調査に付随して実施されるこ

とが多く、客観性の高い情報であることか

ら、「BORING」フォルダに保存することとす

る。 

(キ)現場写真 PHOTO  

 「土木設計業務等の電子納品要領(案)」と

「デジタル写真管理情報基準(案)」に従い、

「PHOTO」フォルダに保存することとする。

(ク)その他の地質・土質調査 

成果 
BORING OTHRS 

 上記(1)～(7)で規定されていない地質・土

質調査成果のうち、受発注者協議の上、電子

納品対象となった成果品を保存する。ファイ

ル仕様等の詳細については、個々に受発注者

協議の上、決定することとする。 

 地質・土質調査成果電子納品要領(案)「第

7 章 その他の地質・土質調査成果編」を参

照することとする。 

 

 

(4)ファイル名 

 土質・地質調査の各ファイル命名規則については、「地質・土質調査成果要領(案)」を参考

とすること。

(イ) 
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2-2-7 測量作業における電子成果品 
 

(1) 測量成果のフォルダ構成 

測量成果ファイルのフォルダ構成を図2-10に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 測量成果ファイルのフォルダ構成 

 

KITEN

SUIJUN

CHIKE I

ROSEN

KASEN

YOUCHI

DOC

（基 準点測量サブ フォルダ）

（水 準測量サブフォ ルダ）

（地 形測量サブフォ ルダ）

（路 線測量サブフォ ルダ）

（河 川測量サブフォ ルダ）

（用 地測量サブフォ ルダ）

（ドキュメントサ ブフォルダ）

（測量フォル ダ）

SURVEY.XML （測量 管理ファイル）

SURVEY02.DTD

INDEX_D.XML （業務管 理ファイル）

INDE_D03.DTD

電子媒体 ルート

SURVEY

SURV_KTN.XML （測量成果 管理ファイル ）

SURV_D02.DTD(測 量成果管理ファイルのDTD)

WORK

DATA

OTHRS

（測 量記録サブ フォルダ）

（測 量成果サブ フォルダ）

（その 他デー タサブ フォルダ）

SURV_CHI.XML （測量成果 管理ファイル ）

SURV_D02.DTD(測量成果 管理ファイル のDTD)

WORK

DATA

OTHRS

（測量記録 サブフォルダ）

（測量成果 サブフォルダ）

（その他デ ータサ ブフォルダ）

測量成果電子納品要領(案)

土木設計業務電子納品要領(案)
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【解説】 

SURVEY フォルダ（測量データフォルダ）に格納するデータは以下のとおりである 

 

■測量情報管理ファイル 

・｢SURVEY｣フォルダに格納する｢測量情報管理ファイル｣は、「測量情報管理項目」(測量

情報の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル名称を半

角英数大文字で｢SURVEY.XML｣とする｡ 

・｢測量情報管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-1 測量情報管理項目｣に

示すとおりである｡ 

 

■KITEN サブフォルダ（基準点測量サブフォルダ） 

①基準点測量成果管理ファイル 

・｢KITEN｣フォルダに格納する｢基準点測量成果管理ファイル｣は、｢基準点測量成果管理

項目｣(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイ

ル名称を半角英数大文字で｢SURV_KTN.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォ

ルダに格納するものとする｡ 

・｢基準点測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項

目｣に示すとおりである｡ 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・基準点測量の測量記録(注 1)を格納する｡ 

・本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成については、測量成果電子納品要領

(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-2 を参照のこと｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 

・基準点測量の測量成果(注 2)を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・基準点測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本

要領で定められていない基準点測量成果を格納する。 

 
(注1) 測量記録とは、測量作業の工程で得られる、測量成果以外の記録･資料等の成果等である（成

果等の詳細は、表2-4参照） 

(注2)測量成果とは、測量作業の最終工程で得られる成果等で、測量成果電子納品要領(案)で規定

するものである｡（成果等の詳細は、表2-4参照）山口県公共測量作業規程では、測量分類又

は測量細分類毎に整理すべき成果等の項目を明示している。それを測量成果電子納品要領

(案)では「測量記録」及び「測量成果」に区分して納品するものである。 

 

■SUIJUN サブフォルダ（水準測量サブフォルダ） 

①水準測量成果管理ファイル 

・｢SUIJUN｣フォルダに格納する｢水準測量成果管理ファイル｣は、｢水準測量成果管理項

目｣(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル

名称を半角英数大文字で｢SURV_SJN.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォル

ダに格納するものとする｡ 

・｢水準測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項目｣

に示すとおりである｡ 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・基準点測量の測量記録を格納する｡ 

・本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成については、測量成果電子納品要領

(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-3 を参照のこと｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 

・基準点測量の測量成果を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・水準測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本要
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領で定められていない水準測量成果を格納する。 

 

■CHIKEI サブフォルダ（地形測量サブフォルダ） 

①地形測量成果管理ファイル 

・｢CHIKEI｣フォルダに格納する｢地形測量成果管理ファイル｣は、｢地形測量成果管理項

目｣(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル

名称を半角英数大文字で｢SURV_CHI.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォル

ダに格納するものとする｡ 

・｢地形測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項目｣

を参照すること｡ 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・地形測量の測量記録を格納する｡ 

・本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成については、測量成果電子納品要領

(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-4 を参照すること｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 

・地形測量の測量成果を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・地形測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本要

領で定められていない地形測量成果を格納する。 

 

■ROSEN サブフォルダ（路線測量サブフォルダ） 

①路線測量成果管理ファイル 

・｢ROSEN｣フォルダに格納する｢路線測量成果管理ファイル｣は、｢路線測量成果管理項目｣

(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル名称

を半角英数大文字で｢SURV_RSN.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォルダに

格納するものとする｡ 

・｢路線測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項目｣

を参照すること｡ 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・路線測量の測量記録を格納する｡ 

・本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成については、測量成果電子納品要領

(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-5 を参照すること｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 

・路線測量の測量成果を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・路線測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本要

領で定められていない路線測量成果を格納する。 

 

■KASEN サブフォルダ（河川測量サブフォルダ） 

①河川測量成果管理ファイル 

・｢KASEN｣フォルダに格納する｢河川測量成果管理ファイル｣は、｢河川測量成果管理項目｣

(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル名称

を半角英数大文字で｢SURV_KSN.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォルダに

格納するものとする｡ 

・｢河川測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項目｣

を参照すること。 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・河川測量の測量記録を格納する｡本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成に

ついては、測量成果電子納品要領(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-6 を参照すること｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 



電子納品に関する手引き(案)【業務編】 

 

 
28                 山口県 

・河川測量の測量成果を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・河川測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本要

領で定められていない河川測量成果を格納する。 

 

■YOUCHI サブフォルダ（用地測量サブフォルダ） 

①用地測量成果管理ファイル 

・｢YOUCHI｣フォルダに格納する｢用地測量成果管理ファイル｣は、｢用地測量成果管理項

目｣(測量成果の属性を表すデータ)をXML 文書で記述したファイルであり、ファイル

名称を半角英数大文字で｢SURV_YCH.XML｣とする｡なお、｢SURV_D02.DTD｣もこのフォル

ダに格納するものとする｡ 

・｢用地測量成果管理項目｣の詳細は、測量成果電子納品要領(案)｢3-2 測量成果管理項目｣

を参照すること｡ 

②測量記録サブフォルダ（WORK） 

・用地測量の測量記録を格納する｡ 

・本サブフォルダ以下に含まれるサブフォルダ構成については、測量成果電子納品要領

(案)｢2-2 測量フォルダ構成｣図2-7 を参照すること｡ 

③測量成果サブフォルダ（DATA） 

・用地測量の測量成果を格納する｡ 

④その他データサブフォルダ（OTHRS） 

・用地測量における各種証明書や説明書を格納する｡また、受発注者間協議により本要

領で定められていない用地測量成果を格納する。 

 

■DOC サブフォルダ（ドキュメントサブフォルダ） 

｢DOC｣サブフォルダに格納する｢ドキュメントファイル｣は、当該測量業務の特記仕

様書や、業務期間中にやりとりされた協議書の電子ファイルがこれに相当する｡これ

らのファイル形式及びファイル名称は下記に従うものとする｡ 

 

表 2-1  DOC サブフォルダ内の成果 

納品物の名称 ファイル形式 ファイル名称 備考 

特記仕様書 PDF SPECS 受発注者間の協議によりオリジ

ナルファイルも可とする。 

協議書 PDF MEETS 複数協議書ファイルが存在する

場合、連番(3桁)をファイル名称

の後に付加する｡ 

実施報告等 オリジナル SUVRP  

例)協議書が全部で 10 回分ある場合、 

MEETS001.PDF、MEETS002.PDF、MEETS003.PDF、……MEETS010.PDF 

 
 (２))REPORT、DRAWING、PHOTO、BORING フォルダの扱い 

測量成果等の電子納品では原則として使用しない｡ 
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表2-7  測量成果の成果区分一覧 

公共測量作業規程による成果等名称 
測量区分

成果 

区分 
測量細区分 

成果等 測量細分類 

測量 

記録 

(WORK)

基準点測量 

 

基準点網図、平均図、観測図、観測手簿、

観測記簿、観測手簿(数値データ)、計算

簿、精度管理表、点検測量簿、埋標手簿、

測量標の地上写真、基準点現況調査報告

書 

測量 

成果 

(DATA)

基準点測量
成果表、成果表(数値データ)、点の記、

点の記(数値データ) 

基 

準 

点 

測 

量 

(KITEN) 

その他データ(OTHRS)
測量機器検定証明書、ファイル説明書 

GPS 観測スケジュール表等 

基準点測量 

測量 

記録 

(WORK)

水準測量 

水準路線図、平均図、観測手簿、観測手

簿(数値データ)、計算簿、精度管理表、

点検測量簿、測量標の地上写真、基準点

現況調査報告書 

測量 

成果 

(DATA)

水準測量 

観測成果表、観測成果表(数値データ)、

平均成果表、平均成果表(数値データ)、

点の記、点の記(数値データ) 

水 

準 

測 

量 

(SUIJUN)

その他データ(OTHRS) 測量機器検定証明書、ファイル説明書等 

水準測量 

測量 

記録 
平板測量 精度管理表 

平板測量 

TS地形測量 

(WORK) 標定点成果表、標定点配置図、水準路線

図、標定点測量簿、標定点明細簿等、精

度管理表 

空中写真測量

(標定点設置)

地 

形 

測 

量 

(CHIKEI)
 

対空標識点明細票、対空標識点一覧図、

精度管理表 

空中写真測量

(対空標識設置)

  標定図、撮影記録、精度管理表 
空中写真測量

(撮影) 

  

撮影 

刺針点一覧図、精度管理表 
空中写真測量

(刺針) 

  
空中三角 

測量 

空中三角測量成果表、空中三角測量実施

一覧図、基準点残差表、座標測定簿、計

算簿、精度管理表 

空中写真測量

(空中三角測量)

  図化 精度管理表 
空中写真測量

(現地調査) 

   標定記録簿、精度管理表 
空中写真測量

(図化) 
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公共測量作業規程による成果等名称 測量 

区分 

成果 

区分 
測量細区分 

成果等 測量細分類 

測量 

記録 

(WORK)

図化 地形補備測量図、精度管理表 

空中写真測量

(地形補備測

量) 

地 

形 

測 

量 

(CHIKEI)   精度管理表 
空中写真測量

(編集) 

   精度管理表 
空中写真測量

(現地補測) 

   精度管理表 
空中写真測量

(地形図原図作成)

   精度管理表 写真図作成 

   精度管理表 
DM( デジタル

マッピング) 

  
修正測量 

注1) 
精度管理表 修正測量 

  地図編集 精度管理表 地図編集 

  
既成図 

数値化 
精度管理表 既成図数値化

  
ディジタル 

オルソ 
精度管理表 

ディジタル 

オルソ 

  
その他 

地形測量 
  － － 

 

測量 

成果 

(DATA)

 

DM データファイル、インデックスファ

イル、DMデータファイル説明書 注2) 

数値地形モデル、ディジタルオルソデー

タファイル、位置情報ファイル 

DM( デジタル

マッピング)、

TS 地形測量、

既成図数値化

ディジタルオ

ルソ 

 その他データ(OTHRS) 測量機器検定証明書、ファイル説明書等 － 

計算簿 線形決定 測量 

記録 観測手簿、計算簿、精度管理表 条件点の観測

(WORK) 計算簿、精度管理表 IP設置測量 
路 

線 

測 

量 

(ROSEN) 

 

中心線測量 

計算簿、計算簿（数値データ）、精度管

理表 
中心線測量 

  観測手簿、精度管理表 仮BM設置測量

  観測手簿、精度管理表 縦断測量 

  

縦横断測量 

観測手簿、精度管理表 横断測量 

  詳細測量 観測手簿、精度管理表 詳細測量 

  幅杭測量 計算簿、精度管理表 
用地幅杭設置

測量 
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公共測量作業規程による成果等名称 測量 

区分 

成果 

区分 
測量細区分 

成果等 測量細分類 

線形図 線形決定 

成果表、成果表(数値データ) 条件点の観測

点の記 IP設置測量 
中心線測量 

線形地形図、引照点図、点の記 中心線測量 
路 

線 

測 

量 

(ROSEN) 

成果表、成果表(数値データ)、点の記 仮BM設置測量

 成果表、成果表(数値データ)、 

縦断面図 
縦断測量 

 

縦横断測量 

横断面図 横断測量 

 詳細測量 
成果表、成果表(数値データ)、詳細平面

図、縦横断面図 
詳細測量 

 

測量 

成果 

(DATA)

幅杭測量 杭打図 
用地幅杭設置

測量 

 その他データ(OTHRS) 測量機器検定証明書、ファイル説明書等 － 

測量 

記録 

観測手簿、観測手簿(数値データ)、 

計算簿、精度管理表 

距離標設置測

量 
(WORK)

距離標設置

測量 観測手簿、観測手簿(数値データ)、 

計算簿、精度管理表 
水準基標測量

河 

川 

測 

量 

(KASEN) 

 
観測手簿、 

精度管理表、業務報告書 
定期縦断測量

  

定期縦横断

測量 観測手簿、 

精度管理表、業務報告書 
定期横断測量

  深浅測量 
観測手簿 

計算簿、精度管理表 
深浅測量 

  法線測量 
観測手簿、 

計算簿、精度管理表 
法線測量 

  
観測手簿、観測手簿(数値データ)、 

計算簿、精度管理表 
海浜測量 

  

海浜・汀線

測量 観測手簿、観測手簿(数値データ)、 

計算簿 
汀線測量 

測量 

成果 

成果表、成果表(数値データ)、点の記、

距離標位置情報整理表 

距離標設置測

量 
(DATA)

距離標設置

測量 
成果表、成果表(数値データ)、点の記 水準基標測量

河 

川 

測 

量 

(KASEN) 

 
測量成果整理表、測量成果(数値デー

タ)、縦断図 
定期縦断測量

定期縦横断

測量 測量成果整理表、測量成果(数値デー

タ)、横断図 
定期横断測量  

深浅測量 横断面図、縦断面図、等高・等深線図 深浅測量 
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公共測量作業規程による成果等名称 測量 

区分 

成果 

区分 
測量細区分 

成果等 測量細分類 

測量 

成果 
法線測量 線形図 法線測量 

(DATA) 等高・等深線図 海浜測量 
 

海浜・汀線

測量 汀線図 汀線測量 

河 

川 

測 

量 

(KASEN) その他データ(OTHRS) 測量機器検定証明書、ファイル説明書等   － 

資料調査 
公図等転写連続図、土地調査表、建物登

記簿等調査表、地積測量図転写図、権利

者調査表 

資料調査 

観測手簿 復元測量 

用 

地 

測 

量 

(YOUCHI)

測量 

記録 

(WORK)
境界確認 

土地境界立会確認書 境界確認 

 
観測手簿、観測手簿(数値データ)、 

測量計算簿等 
境界測量 

 
基準点網図、観測手簿、観測手簿(数値

データ)、計算簿、精度管理表 

補助基準点の

設置 

 計算簿、精度管理表 
用地境界仮杭

設置 

 

 境界測量 

計算簿 
用地境界杭設

置 

 
境界点間 
測量 

精度管理表、精度管理図 境界点間測量

 面積計算   － 面積計算 

 

 

用地実測図

等の作成 
精度管理表 

用地実測図等

の作成 
資料調査  － 資料調査 

復元箇所位置図 復元測量 
測量 

成果 

(DATA) 境界確認 
 － 境界確認 

 境界測量 成果表、成果表(数値データ) 境界測量 

  成果表、成果表(数値データ) 
補助基準点の

設置 

  
設置箇所位置図、成果表、成果表(数値

データ) 

用地境界仮杭

設置 

  
設置箇所位置図、成果表、成果表(数値

データ) 

用地境界杭設

置 

 
境界点間 
測量 

  － 境界点間測量

 面積計算 面積計算書、面積計算書（数値データ） 面積計算 

用 

地 

測 

量 

(YOUCHI)

 
用地実測図

等の作成 
用地実測データ、用地平面データ 

用地実測図等

の作成 
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公共測量作業規程による成果等名称 測量 

区分 

成果 

区分 
測量細区分 

成果等 測量細分類 

その他データ(OTHRS) 測量機器検定証明書、ファイル説明書等 － 

ドキュメント類 協議書、特記仕様書、実施報告書等   － 

 

 
 

表2-8 測量成果のファイル形式 

区分 成果品(例) 納品形式 

帳票系 計算簿 

点の記 

観測手簿、観測記簿 

その他測量記録や資料 

・PDF 形式 

・PDF 形式、TXT 形式 

・PDF 形式+オリジナル数値データ 

・オリジナル数値データ 

図面系 縦横断測量 

空中写真測量 

基準点網図、平均図、観測図

水準路線図 

・CAD データ 

・PDF 形式+CAD データ 

・拡張DM+CAD データ 

・PDF 形式+拡張DM+CAD データ 

対象外 用地測量（対象外） ・PDF 形式、JPEG 形式、TIFF 形式 

 ※詳細は、「測量成果電子納品要領(案)」を参照。 
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2-2-8 複数基準への対応について 
同一要領内であれば、「設計業務」「測量」「地質調査」をまとめて納品する。「設計

業務」「測量」「地質調査」を各々別の CD-R として納品したい場合にはメディア番号で

区分する。 

委託業務において、「設計業務」のなかに「機械設備」及び「電気通信設備」を含む場

合、電子納品を作成するときに適用する「電子納品要領(案)」がそれぞれ異なる。この場

合、適用する基準ごとに成果品(CD-R)を作成し、納品するものとする。 

  

①適用基準(案)毎に成果品を作成する。 

②業務管理ファイルを作成する際、「メディア番号」と「メディア総枚数」は、それぞ

れの成果毎に作成する。 

③業務管理ファイルの「予備」に「複数基準対応：○○編」と記入する。(例えば、「複

数基準対応：土木設計編」「複数基準対応：機械設備工事編」又は「複数基準対応：

電気通信設備編」など。) 

④それぞれの成果ごとに電子媒体ラベルを作成するが、以下に示すように「複数基準対

応であること」や「適用基準」を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤CD-Rが複数枚となりので、右図の様な 

  CD-Rが複数枚収納できるCD-R ケ－ス 

  （透明なプラスティックケース：厚さ 

10mm）に収納し納品する。 
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2-2-9 納品する電子媒体の作成 
  受注者が納品する電子媒体を作成する際の留意事項を以下に示す。 

 

 電子納品対象の成果を電子納品要領(案)に準拠して作成するには、市販のソフトウ

ェアを利用することが効率的である。 

 電子納品の媒体はCD-R、もしくはDVD-R(ファイル形式はUDF(UDF Bridge)とする)

を利用する。 

 受注者は、電子媒体の内容の原本性を証明するために別に定める様式(電子媒体納

品書)に署名・押印の上、電子媒体と共に提出するものとする。 

※  電子媒体納品書には、使用した電子納品作成ツール等でチェックを行い、チェック

結果を出力し、あわせて提出する。 

※ CD-R や DVD-R を入れるプラスチックケースのラベルの背表紙には、県が指示した内容

を横書きで明記する。 

  

電子納品媒体と電子媒体納品書の例を図2-13 に示す。 

電子媒体納品書は、添付資料-4を使用する。 

 

 

様式－○○

　 　 　 　 電　 　 子　 　 媒　 　 体　 　 納　 　 品　 　 書

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 殿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

受注者　 　 （ 住所）
　 　 　 　 （ 氏名）

（ 管理技術者氏名） 　 　 　 　 　 　 　          印

　 　 下記のと おり 電子媒体を 納品し ます。

記

業 務 名 TECRI S登録番号

規　 格 単　 位 数量 作成年月 備考

備考 １ ． 調査職員に提出

電子媒体の種類

 

 

図 2-13 電子納品媒体と納品書(例) 
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(1)電子成果品の作成の流れと関連ソフトウェア 

   電子成果品の作成の流れは、下図に示すとおりである。 

 

電子データの作成
（報告書、図面、写真等）

電子納品要領(案)に準拠した
フォルダ作成

電子納品要領(案)に準拠した
ファイル名の変更

電子納品要領(案)に準拠した
管理ファイルの作成

電子媒体への書き込み

チェックシステムによる
最終確認

ウイルスチェック

ラベル作成

納品

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）

チェックシステムによる
データチェック

（Ｂ）

 

図 2-14 電子成果品の作成の流れ 

 

土木設計業務等の電子納品要領(案)に準拠して電子成果品を作成するためには、電子納

品の関する各ソフトウェアを利用する方法もある。 

図に示した(A)、(B)、(C)、(D)の部分に関するソフトウェアを導入することにより電子

成果品を効率的に作成することができる。 

 

(A)は、電子成果品を作成する市販ソフトウェアである。 

 

(B)は、市販のソフト又は国土交通省の「電子納品チェックシステム（※）」による管理

ファイル（XMLファイル）、ファイル名、フォルダ名等のチェックであり、予め

納品データがハードディスク等に格納されている状態で、データチェック行い

エラーが無いことを確認する。その上で電子媒体への書き込みを行い、再度チ

ェックシステムによるデータチェックを行う。 

 

(C)は、コンピュータウィルスを防止・駆除する市販ソフトウェアである。 

 

(D)は、電子媒体のラベルを作成する市販ソフトウェアである。 

 

※「電子納品チェックシステム」 

管理項目等のチェックシステムは、国土交通省国土技術政策総合研究所のホームペー

ジより無償で入手することができる。(URL:http://www.nilim-ed.jp/index_dl.htm) 

    チェックシステムにおけるチェック項目は、以下のとおりである。 

・フォルダ名、ファイル名 

・管理項目の必須記入項目の有無、使用文字数、使用禁止文字 

・ PDF ファイルのセキュリティなどの確認 

・BORING/DATA フォルダ以下のボーリング交換用データの必須記入項目の有無、使用

文字数、使用禁止文字 

※ 

（CAD 製図基準チェック） 
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・DRAWING フォルダ以下の CAD ファイル(SXF(P21)形式)のレイヤ名 

・データシート交換用データの必須記入項目の有無、使用文字数、使用禁止文字 
・ファイル集計機能 
・ファイルの有無確認機能 
・エラーメッセージの説明機能 
 

 (2)電子媒体 

電子媒体作成の留意事項は、以下に示すとおりである。 

 

   1) 電子納品の媒体は CD-R、もしくは DVD-R(ファイル形式は UDF(UDF Bridge)とする)を

利用する。CD-R のフォーマットは、ISO9660 フォーマット(レベル１)とする。 

   2) 電子媒体には、設計書コード、業務名称、作成年月、発注者名、受注者名、枚数、ウ

ィルスチェックに関する情報(ウィルス対策ソフト名、ウィルス定義、チェック年月

日、フォーマット形式)を記述する。 

   3) 電子媒体への必要項目の記入は、媒体への直接印字又は油性フェルトペンで表記し、

表面に損傷を与えないよう注意すること。 

 

(3)成果品が複数枚に渡る場合の処置 

ファイル容量が大きい場合やファイルの数が多い場合は、成果品の CD-R が複数枚必要

となる場合がある。 

成果品を複数枚で提出する場合の留意事項は、以下に示すとおりである。 

 

   1) 各媒体に付けるラベルに枚数／総枚数を明記する。 

   2) 何枚目の媒体であっても媒体内のルートからのフォルダ構成は変更しない。 

   3) 何枚目の媒体であっても業務管理ファイル(INDEX_D.XML)を各媒体のルート直下に添

付する。ただし、各業務管理項目のメディア番号は、ラベルに明記してある何枚目／

総枚数と整合をとる。 

 

なお、詳細については、「土木設計業務等の電子納品要領(案)」P18 を参照のこと。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 電子媒体が複数に渡る時の電子媒体 

枚数／総枚数を記入 県が指定する 13 桁の

設計書コードを記入
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3 電子納品の実施にあたっての留意事項等 
 

3-1 特記仕様書への記載方法 
電子納品を実施するにあたって、電子納品に関する事項を特記仕様書に記述しておく必要が

ある。以下に特記仕様書の記載例を示す。 

(特記仕様書例) 

 

1． 本業務は電子納品の対象業務とする。電子納品とは、当該業務の最終成果を電子デ

ータで納品することをいう。ここでいう電子データとは、山口県で定める各電子納品

要領(案)及び基準（案）（以下「要領等」という。）に基づいて作成されたものを指す。

なお、受託者が電子納品を実施することができない場合には、その理由を記した書

面を監督職員へ提出すること。監督職員の承諾を得た場合には書面による納品とする

ことができるものとする。 

 

2． 要領等で特に記載が無い項目については、監督職員と協議のうえ決定するものとす

る。 

なお、なお、電子納品に対応するための措置については、「電子納品に関する手引き

（案）業務委託編（以下「手引き」という。）」によるものとする。 

また、ＣＡＤデータ等で要領等に基づくことが困難な場合には、監督職員と協議の

うえ、これに依らないことができるが、その旨を業務管理項目等の予備欄に記入して

おくこと。 

 

3． 成果品は、要領等に基づいて作成した電子データを電子媒体(CD-R もしくはDVD)で 2

部提出すること。 

 

4． 成果品の提出の際には、以下の項目等についてチェックを行い、エラーがないこと

を確認した後、ウィルス対策を実施したうえで提出すること。 

・ 国土交通省の「電子納品チェックシステム」に相当するデータチェック 

・ CAD データがある場合には、CAD製図基準（案）との整合チェック 

・ 電子データ内容と印刷出力との内容照合チェック 

・ ウイルスチェック 

 

5． 成果品提出の際には電子媒体納品書を提出すること。 

 

6． 業務完了時の検査にあたっては、原則として受託者が内部審査もしくは照査に用い

た印刷物を使用して行うこととし、これを１部提出すること。なお、この場合の報告

書形式、図面縮尺等は任意とするが、事前に監督職員と協議して決定すること。また、

納品データ（電子成果品）との同一性に留意すること。 

 

7． 電子納品作成に関する質問事項については下記の電子納品ヘルプデスクを活用する

こと。 

電話番号 090-3167-1498（土日・祭日を除く ９時～１８時） 

Ｅメール cals-yamaguchi@osaka.ctie.co.jp 

また、手引き、要領等、基準（案）、及び電子納品に関するＱ＆Ａ集等については、

山口県技術管理課のホームページ「山口県のＣＡＬＳ／ＥＣについて」サイト内に掲

載してあるので参照のこと。 

(http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/cals_ec/index.html) 
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3-2 積算上の考え方 
 電子納品の成果品に係わる積算上の考え方については、当面、以下のとおりとする。 

 

測量業務成果品の電子納品に係わる費用については、現行の諸経費率で対応する。 

地質調査業務及び設計業務等成果品の電子納品に係わる費用については、現行の「印

刷製本費」を「電子成果品作成費」と改め、現行の積算とする。 
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3-3 貸与資料 
 

発注者は貸与資料に CAD 図面データ等がある場合は、積極的に CAD 図面データ等を活用

するものとする。 

 

発注者はCAD図面データを貸与資料として受注者に引き渡す際には、ファイル名やレイヤ

名の変更が必要である(「CAD 製図に関する運用ガイドライン基準(案)」参照) 。 

 

また、CAD 図面データが CAD 製図基準(案)に準拠して作成されていることをあらかじめ確

認しておく必要がある。 
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3-4 打合せ方法 
 

業務実施中の打合せについては、積極的に電子メール等を活用し、円滑な業務実施を心

がける。 

 

(1) 電子メールの利用 

打合せ協議簿等は電子メールを積極的に活用することとし、その内容は受注者が業務完

了時に電子データとして成果品の報告書フォルダの中に取りまとめる。 

受発注者間で確認した電子メールの内容は、受注者が必要に応じて打合せ協議簿を作成

し、業務完了時に提出する。その際、すべての電子メールの内容を転記するのではなく、

最終的に決定された内容とその経緯などをまとめたものとする。 

なお、電子メールの交換に関しては問題が生じないように、受発注者間で互いのメール

アドレスからファイルの添付方法に至るまで、確認ないし通知し合うものとする。 

 

 

図 3-1 電子メールを利用した情報交換 

 

 

(2)コンピュータウィルス対策 

インターネットに接続した機器で電子データを交換・共有している環境はウィルスに感

染する危険が高いと言える。そのため、データを交換・共有するすべてのコンピュータに

ウィルス対策ソフトを常駐させ、随時最新のウィルスパターンに更新し、交換用電子デー

タは必ずウィルスチェックを行うものとする。 

また、日々の電子化書類のやり取りでウィルスが発見・駆除された場合は、文書の作成

者に速やかに連絡し、感染源を特定して対策を打つものとする。 

 

 

 

インターネット

【電子メール】

書類の受送信 

発注者 受注者 

書類の保管 書類の保管 
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3-5 受発注者間の協議事項 
 電子納品の実施にあたり、受発注者間で協議すべき事項及び流れは以下のとおりであり、各

段階でチェックシートにより確認を行う。 

 

 

 

図 3-2 受発注者間の協議等の流れ 

 

 

受注者

着手時の事前協議

打ち合わせ

着手時協議チェックシート 

業務実施段階 
E メール等

検査前の事前協議

検査前協議チェックシート 

検  査

納品時チェックシート 

 
電子成果品作成 

打ち合わせ

検 査

発注者 
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3-6 業務着手時の協議・指示 
業務着手時には、業務期間中の混乱を防ぎ円滑に電子納品を実施するため、「着手時協議チ

ェックシート」(別紙１)を用いて受発注者間で電子納品の対象書類やファイル形式について協

議するとともに、データバックアップ体制やコンピュータウィルス対策方法について確認を行

う。 

 

3-6-1 協議すべき事項 
 (1)協議参加者 

受注者は、電子納品の円滑な実施のために、電子データの作成及び保管、管理に関し

て十分に注意して実施する。 

着手時協議チェックシートに以下の項目を記載する。 

・出席者(管理技術者を含む) 

・所属部署名 

・連絡先 

・電話番号 

・FAX 番号 

・電子メールアドレス 

 

(2)電子納品対象項目 

受発注者間で協議し、対象業務において電子納品を行う項目を選択する。 

 

(3)電子納品データの作成/確認ソフトウェア及びファイル形式の確認 

電子成果品を作成するために使用するソフトウェアは、ワープロ、表計算及び CADを

はじめとして、ペイントソフト、ドローイングソフト、技術計算ソフトなど多岐にわた

り、全てを規定することは困難である。 

このため、業務の実施過程で受発注者間のデータ交換と再利用の機会が多いワープロ、

表計算及びイメージデータ作成についてのみ、業務着手時に受発注者間で共通に使用す

るソフトウェアを決定するものとする。 

受注者は、着手時協議チェックシートに各ソフトウェアについて、以下の項目を記載

する。 

・ワープロソフトウェア (ソフト名、バージョン番号、メーカー名) 

・表計算ソフトウェア (ソフト名、バージョン番号、メーカー名) 

・イメージデータ作成ソフトウェア 

(ファイル形式、ファイルサイズ、ソフト名、バージョン番号、メーカー名)  

 

CADについては、SXF(SFC)形式によって交換できるため、受発注者間双方で協議して

フォーマットを決める。最終成果品とならない業務途中段階でのデータ交換も、ファイ

ル容量の軽減可能なSXF(SFC)形式を利用することができる。 

なお、発注者が受注者にCADのオリジナルファイルの提出を求める場合、オリジナル

ファイルのファイル形式は受注者が使用するソフトのファイル形式とする。 

 

(4)適用する要領・基準類 

  対象業務の電子納品を実施するにあたり、適用する要領・基準類を受発注者間で確

認する。 

 

(5)電子納品対象の納品方法 

電子納品対象項目に対して、納品する電子媒体(CD-RまたはDVD-R)を確認し、印刷出力

の提出や従来形式の成果品の納品について受発注者間で協議して確認する。 
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(6)コンピュータウィルス対策 

 受注者側のコンピュータウィルス対策として、使用するワクチンソフトの名称やウィ

ルス対策の実施方法、発見時の対応方法について確認する。 

受注者は、コンピュータウィルスによるデータの紛失や改ざん及び外部へのコンピュ

ータウィルスの拡散を防止するための体制を整備し、着手時協議チェックシートに以

下の項目を記載する。 

・ウィルス対策ソフトの名称 

・ウィルス対策ソフトのメーカー名 

・ウィルスパターン定義データ更新方法 

 

(7)その他 

電子納品を実施する上で必要なその他の協議を行い、その結果を記載する。 

例) ・打合せ記録簿の電子納品方法 

  ・電子化できない図面の取扱い(原図を従来の形式で提出) 

  ・CADデータの内容(尺度、線種など)に関する取り決め 
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3-7 受発注者協議における運用事項 
各基準や要領における協議事項に対し山口県土木建築部の方針を以下に示す。 

 

土木設計業務等の電子納品要領(案) 

No. 協議事項 山口県方針(案) 解説(補足説明) 

1 全般 オリジナルファイルを

作成するソフト及びフ

ァイル形式 

 

 

受発注者間協議の上決定す

る。 

受注者が一般的に使用しているア

プリケーションを双方で確認し、

発注者が選定する。 

CAD ソフトは SXF(SFC)形式に変換

できること。 

2  測量データファイルの

作成ソフトについて 

最新の「測量成果電子納品要

領(案)」に沿って作成するこ

ととする。 

 
 

3  納品用電子媒体につい

て 

基本的に CD-R または DVD-R

で納品する。 

・CD-R は、ISO9660 フォーマット

(レベル 1)で格納すること。 

・DVD のフォーマットは、「-R」と

する。 

4  利用禁止文字 管理ファイルには使用しな

いこと。 

人名や地名等特殊なものに

ついては、ひらがな又はカタ

カナで記述する。 

長期的な見読性を確保するため、

オリジナルファイルにも可能な限

り準じるほうが望ましい。 

5  電子化が困難な資料の

取扱い 

 

受発注者間の協議の上、電子

納品対象外とする。 

電子化が困難な資料例を以

下に示す。 

(1) 手書きパース図 

(2) CG 写真や動画像 

(3) 解析結果(大量データ 

(4) 紙でしか入手不可能の

もの(カタログ、見本な

ど)  

スキャナで読込むと容量が大きく

なる上、イメージデータなので再

利用性に欠ける為、電子化しても

メリットがない。 

 

6 CAD 製図基準(案)で規

定された 34 工種に該当

しない工種 

CAD 製図基準(案)の 34 工種

の中から類似したものを選

定する。 

 

7 

 

報告書ファイルの作成

方法  
 

 

特に定めない。 受注者が慣れている方法で作成し

てよい。なお、テンプレートなど

を用いて作成すると作業性が上が

るので推奨する。 

8 PDF のバージョン 

 

バージョン4又は5レベルと

する。 

バージョン 7 を使用しても下位互

換方式で保存すること。 

9 ファイル名のつけ方 

 
本手引き「報告書ファイル」

を参照すること 

本手引きに、連番は 01から始まる

など細かい規定を示した。 

10 

 

業務打合せ簿 

 
押印した書類は基本的に紙

で提出する。とりまとめたも

のを電子データで報告書フ

ァイルに格納する。 
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No. 協議事項 山口県方針(案) 解説(補足説明) 

11  報告書ファイル容量 1 ファイルあたりの最大容

量は、10MB を基本とする。

PDF の細分化は PDF 作成時に大変

な負荷となるが、参照時にネット

ワークに負荷をかけないよう配慮

する。 

12  検査時の対応 

 
電子納品物で検査を標準と

するが、受注者の社内検査用

で使用した紙媒体がある場

合は、これを用いても良い。

円滑な検査が実施可能なように検

査前に受発注者間で協議してお

く。 
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3-7-1 電子成果品の受取・検査・保管の留意事項 
電子成果品の受取～検査～保管について発注者側の担当者が行う事項は、以下のとおりであ

る。 

 

(１)電子成果品の受取り・確認 

(２)書類検査の実施 

(３)書類検査後の事務手続き 

(４)電子成果品の保管手続き 

 

3-7-2 電子成果品の受取から保管までの流れ 
 電子媒体の受取りから保管までの全体フローは、図3-3 に示すとおりである。 

 

受注者
発注者

業務･工事担当者検査官

検査事前協議

電子媒体の受け取り

保管管理

・ウィルスチェック
・電子納品要領（案）、基準(案）に沿っていることの確認
  （チェックシートの確認）
・電子納品対象書類の枚数
・成果品の中身の確認（検査書類との同一性など）

提出

説明

（正、副）

（正、副）

書類検査・電子納品の検査
内容確認

データの活用

・TRABIS等

・電子納品・保管管理システムへの登録
・電子媒体の保管と管理
・電子化しなかった書類等の保管と管理

電子化できない成
果品（紙）

・電子書類による書類検査範囲の確認
・電子書類、紙資料による書類検査の実施
・電子納品要領（案）、基準（案）との適合性の
  確認、格納された電子成果品の確認

書類検査準備

・検査事前協議に基づく準備

・電子データと紙（印刷物）の対象書類範囲の確認
・印刷物の準備の確認
・コンピュータ、プリンタ、閲覧ソフトなどの準備担当
  の確認
・機器操作担当の確認

電子化できない成
果品（紙）

電子媒体の作成

・電子媒体作成
・電子納品チェックシステム
  による確認
  （チェックシートの確認）
・ウィルスチェック

 

 

図 3-3 電子成果品の検査の流れ

（保管管理システムは将来対応）

・発注図作成等
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3-7-3 電子成果品の受取り・確認 
 電子成果品の受取り・確認では、発注者側の業務担当者は図3-4のフローに従うものとする。 

完了検査へ電子成果品のチェック

電子媒体の
外観チェック

電子データの
チェック

電子成果品
の受取り

・チェックシステムの利用
・ＳＸＦブラウザによる確認

電子成果品のチェック

担当者

受注者へ差し戻し

OK

NG

事 務 所
 

図 3-4 電子成果品の受取り・確認フロー 

 

(1)電子成果品のチェック 

発注者側の業務担当者は、納品された全ての電子成果品に対して、次の４つのチェック

を行う。 

 

  1)外観チェック 

外観チェックは、目視で「電子成果品に破損が無いか」、「CD-R や DVD-R 及びプラスチッ

クケースのラベルに間違いがないか」を確認する。 

 

  2)ウィルスチェック 

ウィルスチェックでは、各ファイルにウィルス(主にマクロウィルス)が含まれていない

かをウィルスチェックソフトを利用して確認する。 

 

  3)管理ファイル等のチェック 

各管理ファイルが各々の要領（案）、基準（案）に基づいて作成されているか、電子納

品チェックシステムを利用して確認する。(例：文字数制限、必須記入項目、文字規制な

ど)する。。 

 

  4)CAD データのチェック 

   納品されたCAD図面データが該当する構造物のCAD製図基準(案)に基づいて作成されて

いるか、CAD 図面チェックシステムを利用して確認（例：線種、文字、レイヤ名など）す

る。 
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3-7-4 完了検査の準備と実施 
 (1) 基本的考え方 

電子納品された成果品の書類検査は、電子データで検査することを原則とするが、検査を

効率的に行うため、下記事項について考慮する。 

1)受発注者協議により、効率的な検査が可能であると判断される電子成果品(CD-R または

DVD-R)の電子データについては、受注者に過度な負担をかけない範囲で、可能な限り

その電子データを用いて検査を行うものとする。 

2)検査用の印刷物は成果品に該当しない。 

 

(2) 検査前の協議 

  中間検査/完成検査において電子成果品に対する円滑な検査実施を確保するため、事前

に受発注者で下記事項について協議を行い、受注者が「検査前協議チェックシート」(別

紙２)に記録し打合せ協議簿で発注者に提出する。 

①検査場所・予定日時 

   ②電子検査の対象書類 
   ③検査時使用機器 

      検査時に使用するパソコンや、モニタのサイズ・解像度、プリンタの機種及びそ

の手配を受発注者のどちらで行うかについて受発注者間で協議・確認する。 

     なお、これらの機器は原則として発注者側が用意するものとする。 

   ④検査用ソフトウェア 

      検査時に使用するソフトウェア及びその手配を受発注者のどちらで行うかにつ

いて受発注者間で協議・確認する。 

      なお、これらのソフトウェアは原則として発注者側が用意するものとする。やむ

を得ず受注者が用意する場合は、閲覧用のソフトウェアを格納した納品用の CD-R

またはDVD-R を検査に先立ち発注担当者に提出し、閲覧及び印刷機能について確認

を得るものとする。 

⑤機器の操作 

      検査時にパソコンを操作する受注者操作補助員の氏名、部署、連絡先を確認する。 

     なお、受注者操作補助員は、検査に先立ち検査用ソフトウェアの操作方法を修得し

ておく必要がある。 

⑥その他 

電子成果品検査を実施する上で、その他必要な協議事項があれば、その協議・確認

結果を記載する。 
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■検査前の留意事項 

１) 受注者側の担当者は電子納品要領・基準(案)どおりに電子媒体が作成されているかど

うかの確認をは、発注者側担当者への提出に先立って行うものとする。 

２)発注者側の担当者は、書類検査に先立って受注者側から提出された電子媒体に対して

電子化された成果品の内容の確認、及び電子納品のチェックシステムにより、要領・

基準(案)に沿って作成されていることを確認する。 

３) 受注者が電子データによる検査を希望する書類について、紙書類による検査が必要で

あると発注者が判断する場合は、原則として発注者が印刷物を準備する。なお、受注

者が内部審査もしくは照査に用いた印刷物を検査時に使用してもかまわない。その場

合、納品データ(電子成果品)との同一性に留意すること。 

４) 書類検査を行うための準備(機器環境の準備※)は、原則として発注者が行う。ただし、

受注者が希望する場合においては、受注者に準備を実施させることができる。 

５)書類の閲覧は、検査職員自身が行うものであるが、検索・表示等を行うための機器の

操作などの補助的作業は原則として受注者が行う。 

受注者から電子データを用いた検査の申し出があった場合は、CALS/EC や電子県庁の実現の

観点から、電子書類を用いた検査の実施が望ましい。 

 

(1)書類検査用機器構成 

標準的な機器構成は以下のとおりである。 

 ■文書閲覧用パソコン         1 台 

 モニタは、縦 A4 版をほぼ 1 画面で表示でき、文字を識別できる 17 インチ以上、

解像度1280×1024（19インチ以上） 

■図面・写真閲覧用パソコン      1 台 

モニタは、17インチ以上、解像度1280×1024（19インチ以上） 

■カラープリンタ           1 台 

書類検査の過程で、検査官が印刷物を必要と認めた場合に対応するために準備する。 

■プロジェクタ           1 台 

図面はサイズが大きく、パソコンのディスプレイで拡大しても確認が難しいと予

想されるため、図面閲覧用にプロジェクタを準備するのが望ましい。 
文字等の判別が必要であり、パソコンと同程度の解像度を有すること。 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

●プロジェクタ 
パソコンに表示されている画面を全

員が確認するためにプロジェクタを

使用します。 

・パソコン 
検査職員が確認を行う電子成果を電

子納品データから即座に検索・表示

する際に使用します。 

・モニタ 
プロジェクタでは確認しにくい内容

(図面に記載されている数値等)を確認

するために使用します。 

・カラープリンタ 
電子では確認し難いと検査職員が

判断した場合に、その場で印刷を

行い、印刷物で検査を行います。 
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(2)検査用ソフトウェア等 

 検査時における書類の閲覧は、各自のパソコンにインストールされたソフトを利用して

行う。また、受注者側の都合でソフトウェアを準備する場合には、機器(パソコンなど)を

含めて用意することができるものとする。 

 

(3) 検査終了後の対応 

書類検査時において、検査職員から訂正等の指摘を受けた場合は、発注者の指示する日時

までに、訂正後の電子媒体を提出すること。提出に際しては、「3-7-3 電子成果品の受取り・

確認」にあるチェックを行い確認する。 
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3-8 納品時の確認 
中間検査/完成検査の実施時に、電子成果品に対する検査内容を記録する目的で、下記の項

目について確認するものとする。なお「検査時チェックシート」(別紙３)には受発注者双方の

協議・確認のもとで、記入するものとする。 

 

(1)電子媒体の確認 

 電子媒体が正しく CD-R または DVD-R で納品されたか、またそのラベルは正しく作成されて

いるかを確認する。なお、問題がある場合はその内容を記入する。 

 

(2)ウィルスチェック 

 納品された電子媒体に対して、ウィルスチェックが行えたか、またその結果ウィルスは検出

されたかを確認する。なお、ウィルスチェックが実施できなかった場合はその理由を( )内

に記入し、ウィルスが検出された場合は、その内容を記入する。 

 

(3)フォルダ構成/ファイル名 

 納品された電子媒体内のフォルダ構成やファイル名が、電子納品要領類で規定されていると

おり正しく作成されているかを確認する。 

 なお、問題があった場合は、その内容を記入する。 

 

(4)管理ファイルのデータ項目内容チェック 

 各種管理ファイル(XML)に対して内容の確認が行えたか、また、その結果各種管理ファイル

が電子納品要領類で規定されているとおり正しく作成されているかどうかを確認する。なお、

内容の確認ができなかった場合はその理由を記入し、その内容に問題があった場合は、その

内容を記入する。 

 

(5)電子データ内容と印刷出力との内容照合チェック 

 写真ファイル以外の電子納品データに対して、別途提出された印刷出力との内容照合チェッ

クが行えたか。又、その結果各種電子納品データと印刷出力との内容に相違がなかったかを

確認する。 

 

(6)電子媒体納品書の受領 

 電子成果物に対する検査が終了すれば、受注者は電子媒体納品書を提出する。 

 

(7)その他 

これらのチェックで異常が認められた場合は、受注者へ電子成果品を差し戻すこと。 
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3-9 電子成果品の保管管理 
 

(1)保管場所 

納品された電子成果品（CD-R 又はDVD）は、日陰で涼しい場所で整理整頓して保管

すること。 

 

(2)電子納品台帳 

各事務所において、電子納品台帳を作成し保管管理すること。（別紙作成例参照) 
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◆ 着手時協議チェックシート(調査設計業務用) 
 

 

 

 

実施日 平成  年  月  日 

 

 

(１)協議参加者 

 

業務名  

工期 平成  年  月  日  ～  平成  年  月  日 

事務所名/課名  

役職名     

参加者名     

連絡先(TEL)     

連絡先(FAX)     

発注者 

連絡先(e-mail)     

社名  

部署名  

役職名     

参加者名     

連絡先(TEL)     

連絡先(FAX)     

受注者 

連絡先(e-mail)     
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 (２)電子納品対象項目 

 

フォルダ名 対象項目 

－ ■業務管理ファイル 

□(1)報告書フォルダ<REPORT> 

 □報告書管理ファイル 

 □報告書ファイル 

 □報告書オリジナルファイル 

□(2)図面フォルダ<DRAWING > 

 □図面管理ファイル 

 □図面ファイル 

□(3)写真フォルダ<PHOTO> 

 □写真情報管理ファイル 

 □写真ファイル 

 □参考図ファイル 

□(4)測量フォルダ<SURVEY> 

 □測量情報管理ファイル 

 □基準点測量 

 □水準測量 

 □地形測量 

 □路線測量 

 □河川測量 

 □用地測量 

 □ドキュメント 

□(5)地質フォルダ<BORING> 

 □地質情報管理ファイル 

 □地質情報管理ファイル 

 □ボーリング交換用ファイル 

 □電子柱状図データファイル 

 □電子簡略柱状図データファイル 

 □地質平面図 

 □地質断面図 

 □コア写真 

 □電子各種試験結果 
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(３)電子納品データの作成/確認ソフトウェア及びファイル形式の確認 

  以下、業務に必要な「着手時協議チェックシート」を利用ください。 

 

 ◆業務管理ファイル 

納品時ファイル形式 XML(既定) 

発注者  

■業務管理ファィル

使用ソフト 

受注者  

 

      注)使用ソフトはバージョンまで記入するようにしてください。 

 

：記入不要 

□：チェックボックスには、納品対象書類とするものは  を入れる。 

■：必須項目を示す。 

 

1)報告書フォルダ 

納品時ファイル形式 XML(既定) 

発注者  

■報告書管理ファイル 

使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 PDF(既定) 

発注者  使用ソフト 

受注者 Acrobat( )/その他( ) 

□報告書ファイル 

備 考  

発注者
 

使用ソフト(※) 

受注者
 

納品時ファイル形式 DOC(Word)/JTD(一太郎)/XLS(Excel) 

その他(                        ) 

報
告
書
フ
ォ
ル
ダ 

報
告
書
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ル
ダ 

□報告書 

オリジナルファイル 

備 考 

 

(※)ワープロソフト、作表ソフト、図形作成ソフト等のソフト名 
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2)図面フォルダ 

納品時ファイル形式 XML(既定) 

発注者  

■図面管理ファイル 

使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □SXF(SFC)形式 

発注者  使用ソフト(※) 

受注者  

図
面
フ
ォ
ル
ダ □図面ファイル 

備  考 

 

(※)CAD ソフト名 

 

3)写真フォルダ 

納品時ファイル形式 XML(既定) 

発注者  

■写真情報管理 

 ファイル 

使用ソフト 
受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □JPEG 

発注者  

使用ソフト 
受注者 

 

写

真

フ

ォ

ル

ダ

□写真ファイル 

備 考 

 

 

 

 

 

 

納品時ファイル形式 □JPEG、□TIFF(G4) 

発注者  
使用ソフト 

受注者  

写
真
フ
ォ
ル
ダ 

参

考

図

フ

ォ

ル

ダ

□参考図ファイル 

備 考 
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4)測量フォルダ 

4)-1 基準点測量フォルダ 

納品時ファイル

形式 
XML(既定) 

発注者  

■測量情報 

管理ファイル 

使用ソフト 
受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル

形式 
XML(既定)  

発注者  

■基準点測

量管理ファ

イル 使用ソフト 
受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ 1 フォルダ 2 書類名 
ファイル形式/ 

使用ソフト 
測量細分類

基準点網図 

平均図 

観測図 

観測手簿 

□PDF 形式 

□拡張 DM 及び

SXF(SFC)形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル 

(             ) 

観測記簿 

計算簿 

精度管理表 

点検測量簿 

埋標手簿 

測量標の地上写真 

□測量記録

フォルダ 

<WORK> 

 

 

 

基準点状況調査報告書 

□PDF 形式 

成果表 

点の記 

□PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

 

□測量成果

フォルダ 

<DATA> 

 

 

点の記(数値データ) □オリジナル 

(              ) 

測量機器検定証明書 

ファイル説明書  等 

GPS 観測スケジュール 

□その他 

フォルダ 

<OTHRS> 

 

 

衛星配置図 

□PDF 形式 

建標承諾書   

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
基
準
点
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

K
IT
E
N
>
 

対象外 

 測量標設置位置通知書  

基準点測量
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4)-2 水準測量フォルダ 

納品時ファイル

形式 
XML(既定)  

発注者  

■水準測量

管理ファイ

ル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ 1 フォルダ 2 書類名 
ファイル形式/ 

使用ソフト 
測量細分類

水準路線図 

平均図 

観測網図 

観測手薄 

□PDF 形式 

□拡張 DM 及び

SXF(SFC)形式 

観測手薄(数値データ) □オリジナル 

(              ) 

計算簿 

精度管理表 

点検測量簿 

測量標の地上写真 

□測量記録

フォルダ 

<WORK> 

 

基準点現況調査報告書 

□PDF 形式 

点の記 □PDF 形式 □測量成果

フォルダ 

<DATA> 

 

 
点の記(数値データ) □オリジナル 

(              ) 

 

ファイル説明書  等 

GPS 観測スケジュール 

□ そ の 他

フォルダ 

<OTHRS> 

 

衛星配置図 

 

建標承諾書  

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
水
準
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

S
U
I
JU
N
>
 

対象外 
 

測量標設置位置通知書  

水準測量 
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4)-3 地形測量フォルダ 

納品時ファ

イル形式 
XML(既定)  

発注者  

■地形測

量管理フ

ァイル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

平板測量 □平板測量 

フォルダ 

<HETS_*> 

精度管理表 
□PDF 形式及

びSXF(SFC)形

式 
修正測量(*1) 

標定点成果表 □TXT 形式 

標定点配置図 

水準路線図 

標定点測量簿 

標定点明細簿等 

精度管理表 

空中写真測量 

(設定点設置) 

対空標識点明細票 

対空標識点一覧図 

精度管理表 

□PDF 形式 

空中写真測量 

(対空標識設置) 

標定図 □PDF 形式、

□拡張 DM 形

式 

撮影記録 

精度管理表 

空中写真測量(撮影) 

刺針点一覧図 

精度管理表 
空中写真測量(刺針) 

□撮影 

フォルダ 

<SATU_*> 

精度管理表 

□PDF 形式 

空中写真測量(現地調

査) 

空中三角測量成果表 □TXT 形式 

空中三角測量実施一覧図 □PDF 形式及

びSXF(SFC)形

式 

基準点残差表 

座標測定簿 

計算簿 

□TXT 形式 

□空中 

三角測量 

フォルダ 

<KUSAN_*>  

精度管理表 □PDF 形式 

空中写真測量 

(空中三角測量) 

精度管理表 TS 地形測量 

標定記録簿 

精度管理表 

□PDF 形式 

空中写真測量(図化) 

空中写真測量(地形補備

測量) 

空中写真測量(編集) 

空中写真測量(現地補

測)(補足編集) 

空中写真測量 

(地形図原図作成) 

写真図作成 

DM(デジタルマッピン

グ) 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
地
形
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

C
H
IK
E
I
>
 

□測量記

録フォル

ダ<WORK> 

□図化 

フォルダ 

<ZUKA_*> 
精度管理表 

□PDF 形式 

修正測量 
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フォルダ 1 フォルダ 2 
書類名 ファイル形

式 

測量細分類 

□地図編集

フ ォ ル ダ

<ZUHEN_*>  

精度管理表 

□PDF 形式 

地図編集 

□既成図数

値化フォル

ダ<MPDG_*> 

精度管理表 

□PDF 形式 

既成図数値化 

□デジタル

オ ル ソ 

フ ォ ル ダ

<ORTH_*> 

精度管理表 

□PDF 形式 

ディジタルオルソ 

□測量記録

フォルダ 

<WORK> 

その他地形

測量フォル

ダ<OCHK_*> 

協議による PDF 形式 

(  ) 

 

TS 地形測量 

DM(デジタルマッピン

グ) 

DM データファイル □拡張 DM 形

式 

既成図数値化 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

TS 地形測量 

 

 

DM(デジタルマッピン

グ) 

DM データインデックスフ

ァイル 

□拡張 DM 形

式 

既成図数値化 

TS 地形測量 

  

DM(デジタルマッピン

グ) 

DM データファイル 

説明書 

□PDF 形式 

既成図数値化 

数値地形モデル □拡張 DM 形

式 
ディジタルオルソ 

ディジタルオルソデータ

ファイル 

□TIF 形式 
ディジタルオルソ 

□測量成果

フ ォ ル ダ

<DATA> 

 

位置情報ファイル □TXT 形式 
ディジタルオルソ 

 

測量機器検定証明書 □PDF 形式 - 

 

 

□その他 

フ ォ ル ダ

<OTHRS> 

 

ファイル説明書 等 □PDF 形式 
- 
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*:地形測量における電子納品対象外としてよい書類 

 
フォルダ

1 

フォルダ

2 

書類 フ ァ イ

ル形式 

測量細分類 

地形図原図  

複製用ポジ原図(第 2 原図)  
平板測量 

地形図原図  

複製用ポジ原図(第 2 原図)  
TS 地形測量 

標定点表示空中写真  空中写真測量(標定点設

置) 

偏心要素測定簿  

偏心計算簿  

対空標識点表示密着空中写真  

空中写真測量(対空標識設

置) 

ネガフィルム  

密着印画  

縮小標定図ポジフィルム  

空中写真測量(撮影) 

刺針点明細票  

偏心要素測定簿  

偏心計算簿  

刺針点表示密着空中写真  

空中写真測量(刺針) 

現地調査空中写真  空中写真測量(現地調査) 

バスポイント/タイポイト表示

密着ポジフィル 

 

バスポイント/タイポイント表

示密着空中写真 

 

空中写真測量(空中三角測

量) 

図化素図  

基準点資料図  
空中写真測量(図化) 

地形補備測量図  空中写真測量(地形補備測

量) 

編集素図  

注記資料図  
空中写真測量(編集) 

現地候補の結果を整理した藍焼

図及び編集素図 

 空中写真測量(現地補足) 

地形図原図  

複製用ポジ原図(第 2 原図)  

地形図原図の藍焼図等  

空中写真測量 

(地形図原図作成) 

地形図修正原図  

複製用ポジ原図(第 2 原図)  

地形図修正原図の藍焼図等  

修正測量 

複写ネガフィルム     

複写網ポジフィルム  

写真図作成 

編集原図  

注記資料図  

地図編集 

地形図原図  

 

複製用ポジ原図(第 2 原図)  

DM(デジタルマッピング) 

デジタル写真画像  

数値地形モデル  

デジタル正射写真図データ  

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

地
形
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

C
H
I
K
EI
>
 

未検討 

 

デジタル正射写真図  

デジタル正射写真図 
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4)-4 路線測量フォルダ 

納品時ファ

イル形式 
XML(既定)  

発注者  

■路線測

量管理フ

ァイル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

計算簿 線形決定 

観測手簿 

計算簿 

精度管理表 

 

条件点の観測 

 

計算簿 

精度管理表 

IP 設置測量 

計算簿 

□PDF 形式 

 

計算簿(数値データ) □TXT 形式 

□中心線測

量フォルダ 

<RCYUSN_*> 

精度管理表 □PDF 形式 

中心線測量 

観測手簿 

精度管理表 

水準路線図 

平均図 

仮 BM 設置測量 

観測手簿 

精度管理表 

縦断測量 

観測手簿 

□縦横断測

量フォルダ 

<RZYUO_*> 

精度管理表 

□PDF 形式 

横断測量 

観測手簿 □詳細測量 

フォルダ 

<KUSAN_*> 
精度管理表 

□PDF 形式 詳細測量 

計算簿 □PDF 形式 

計算簿(数値データ) □TXT 形式 

□測量記

録フォル

ダ<WORK> 

 □幅杭 

フォルダ 

<RHABA_*> 精度管理表 □PDF 形式 

用地幅杭設置測量 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

条件点の観測 

点の記 IP 設置測量 

□中心線測

量フォルダ 

<RCYUSN_*> 

点の記 

□PDF 形式 

中心線測量 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

点の記 

仮 BM 設置測量 

成果表 

□PDF 形式 

□縦横断測

量フォルダ 

<RZYUO_*> 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

縦断測量 

成果表 □PDF 形式 

□測量成

果フォル

ダ<DATA> 

□詳細 

フォルダ 

<KUSAN_*> 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

詳細測量 

測量機器検定証明書  

点検測量簿  

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
路
線
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

R
O
SE
N
>
 

□その他 

フォルダ

<OTHRS> 

 

ファイル説明書 等 

□PDF 形式 
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*:路線測量における協議により決定書類 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

線形図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

線形決定 

線形地形図 □拡張 DM 又

はSXF(SFC)形

式 

□中心線測

量フォルダ 

<RCYUSN_*> 

引照点図 □PDF 形式 

中心線測量 

縦断面図 □SXF(SFC)形

式 

縦断測量 □縦横断測

量フォルダ 

<RZYUO_*> 横断面図 □SXF(SFC)形

式 

横断測量 

詳細平面図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

□詳細 

フォルダ 

<KUSAN_*> 

縦横断面図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

詳細測量 

 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
路
線
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

R
O
SE
N
>
 

□測量成

果フォル

ダ<DATA>

□幅杭 

フォルダ 

<RHABA_*> 

杭打図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

用地幅杭設置測量 
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4)-5 河川測量フォルダ 

納品時ファ

イル形式 
XML(既定)  

発注者  

■河川測

量管理フ

ァイル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

観測手簿 □PDF 形式 

 

観測手簿(数値データ) □オリジナル

(          )

計算簿 

精度管理表 

距離標設置測量 

 

観測手簿 

□PDF 形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル 

(          ) 

計算簿 

□距離標設

置測量フォ

ルダ 

<WKYOR_*> 

精度管理表 

□PDF 形式 

水準基標測量 

 

観測手簿 

精度管理表 

業務報告書 

定期縦断測量 

観測手簿 

精度管理表 

□定期縦横

断測量フォ

ルダ 

<WZYUO_*> 

業務報告書 

□PDF 形式 

定期横断測量 

□深浅測量

フォルダ 

<WSINS_*> 

観測手簿 □PDF 形式 深浅測量 

観測手簿 

計算簿 

□法線測量 

フォルダ 

<WHOSE_*> 精度管理表 

□PDF 形式 法線測量 

観測手簿 □PDF 形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル

(          )

計算簿 

精度管理表 

海浜測量 

観測手簿 

□PDF 形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル 

(          ) 

□測量記

録フォル

ダ<WORK> 

□海浜・汀

線測量 

フォルダ 

<WKAINA_*> 

計算簿 □PDF 形式 

汀線測量 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

点の記 

距離標位置情報整理表 

□PDF 形式及

びオリジナル 

距離標設置測量 

 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
河
川
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

K
A
SE
N
>
 

□測量成

果フォル

ダ<DATA> 

□距離標設

置測量フォ

ルダ 

<WKYOR_*> 

 

点の記 □PDF 形式及

びオリジナル

水準基標測量 
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フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

□深浅測量

フォルダ 

<WSINS_*> 

等高・等深線図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

深浅測量 

測量成果整理表 □PDF 形式 

測量成果(数値データ) □TXT 形式 

定期縦断測量 

測量成果整理表 □PDF 形式 

□測量成

果フォル

ダ<DATA>

□定期縦横

断測量フォ

ルダ 

<WZYUO_*> 測量成果(数値データ) □TXT 形式 

定期横断測量 

測量機器検定証明書  

点検測量簿  

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
河
川
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

K
A
SE
N
>
 

□その他

フォルダ

<OTHRS> 

 

ファイル説明書 等 

□PDF 形式 

 

 

*:河川測量における協議により決定書類 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

縦断面図 

 

□SXF(SFC)形

式 

定期縦断測量 □定期縦横

断測量フォ

ルダ 

<WZYUO_*> 
横断面図 □SXF(SFC)形

式 

定期横断測量 

横断面図 □深浅測量

フォルダ 

<WSINS_*> 縦断面図 

□SXF(SFC)形

式 

深浅測量 

□法線測量 

フォルダ 

<WHOSE_*> 

線形図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

法線測量 

等高・等深線図 □拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

海浜測量 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
河
川
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

K
A
SE
N
>
 

□測量成

果フォル

ダ<DATA>

 

□海浜・汀

線測量 

フォルダ 

<WKAINA_*> 汀線図 □SXF(SFC)形

式 

汀線測量 

 

*:河川測量における電子納品対象外としてよい書類 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

  

  記録紙  深浅測量 
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4)-6 用地測量フォルダ 

納品時ファ

イル形式 
XML(既定)  

発注者  

■用地測

量管理フ

ァイル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

土地調査表 

建物登記簿調査表 

□PDF 形式及

びオリジナル

地積測量図転写図 □PDF 形式 

□資料調査

フォルダ 

<YSIRYO_*> 

権利者調査表 □PDF 形式及

びオリジナル

資料調査 

 

観測手簿 復元測量 □境界確認

フォルダ 

<YKYOK_*> 

土地境界立会確認書 

□PDF 形式 

境界確認 

観測手簿 □PDF 形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル 

(          ) 

測量計算簿 等 □PDF 形式 

境界測量 

基準点網図 □拡張 DM 及

び SXF(SFC)形

式 

観測手簿 □PDF 形式 

観測手簿(数値データ) □オリジナル 

(          ) 

計算簿 

精度管理表 

補助基準点設置 

 

計算簿 

精度管理表 

用地境界仮杭設置 

□境界測量

フォルダ 

<YKYOS_*> 

 

計算簿 

□PDF 形式 

用地境界杭設置 

精度管理表 □境界点間

測量フォル

ダ

<YKYOS_*> 
精度管理図 

□PDF 形式 境界点間測量 

□測量記

録フォル

ダ<WORK> 

□用地実測

図等作成 

フォルダ 

<YZISKZ_*> 

精度管理表 □PDF 形式 用地実測図等作成 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

境界測量 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

補助基準点設置 

成果表 □PDF 形式 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

用地境界仮杭設置 

成果表 □PDF 形式 

□境界測量

フォルダ 

<YKYOS_*> 

 

成果表(数値データ) □TXT 形式 

用地境界杭設置 

面積計算書 □PDF 形式 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
用
地
測
量
フ
ォ
ル
ダ<

Y
O
UC
H
I
>
 

□測量成

果フォル

ダ<DATA> 

□面積計算

フォルダ 

<YMENSK_*> 

 

面積計算書(数値データ) □TXT 形式 

面積計算 
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フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

用地実測データ □測量成

果フォル

ダ<DATA>

□用地実測

図等作成フ

ォルダ 

<YZISKZ_*> 

用地平面データ 

□TXT 形式 

□拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

用地実測図等作成 

測量機器検定証明書  

点検測量簿  

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□

用

地

測

量

フ

ォ

ル

ダ

<
Y
O
U
C
H
I
>
 

□その他

フォルダ

<OTHRS> 

 

ファイル説明書 等 

□PDF 形式 

 

 

*:用地測量における協議により決定書類 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

□資料調査

フォルダ 

<YSIRYO_*> 

 

公図等転写連続図 資料調査 

復元箇所位置図 復元測量 

設置箇所位置図 用地境界仮杭設置 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□

用

地

測

量

フ

ォ

ル

ダ

<
Y
O
U
C
H
I
>
 □測量記

録フォル

ダ<WORK>

□境界確認

フォルダ 

<YKYOK_*> 設置箇所位置図 

□拡張 DM 及

びSXF(SFC)形

式 

用地境界杭設置 

 

*:用地測量における電子納品対象外としてよい書類 

フォルダ

1 
フォルダ 2 書類名 

ファイル形式

/使用ソフト 
測量細分類 

公図等転写図 資料調査 

用地実測図原図 

  

  

用地平面図 

 

用地実測図等の作成 

 

 

 



別紙１．着手時協議チェックシート(調査設計業務用) 16/18   
 

 

 
16 

4)-7 ドキュメントフォルダ(DOC) 

フォルダ フォルダ 2 書類名 
フ ァ イ ル 形 式 

/使用ソフト 
測量細分類 

 □PDF 形式 

 

 

 PDF 形式 

 

 

測
量
デ
ー
タ
フ
ォ
ル
ダ 

□
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
サ
ブ
フ
ォ
ル
ダ 

(
D
OC
)
 

 

 

 □オリジナル 

(       ) 

 

 

 



別紙１．着手時協議チェックシート(調査設計業務用) 17/18   
 

 

 
17 

5)地質フォルダ 

ファイル 格納フォルダ ファイル形式 / 使用ソフト 

納品時ファイル形式 XML 形式(既定) 

発注者  

■地質情報

管理ファイ

ル 

 

使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □XML 形式 

発注者  

□ボーリン

グ交換用フ

ァイル 

DATA 

使用ソフト 

受注者  

納品時ファイル形式 □PDF 形式 

発注者  

□電子柱状

図 

LOG 

使用ソフト 

受注者 (報告書ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □SXF(SFC)形式 

発注者  

□電子簡略

柱状図 

BORING 

DRA 

使用ソフト 

受注者 (図面フォルダと同じ) 

納品時ファイル形式 □SXF(SFC)形式 

発注者  

□地質平面

図 使用ソフト 

受注者 (図面フォルダと同じ) 

納品時ファイル形式 □SXF(SFC)形式 

発注者  

□地質断面

図 

DRAWING

*2 

 

使用ソフト 

受注者 (図面フォルダと同じ) 

納品時ファイル形式 XML(既定) 

発注者  

■コア写真

管理ファイ

ル 
使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □JPEG 形式 

発注者  

□デジタル

コア写真フ

ァイル 
使用ソフト 

受注者  

納品時ファイル形式 □JPEG 形式 

発注者  

□デジタル

コア写真整

理結果ファ

イル 

PIC 

使用ソフト 

受注者 (デジタルコア写真ファイルと同) 

納品時ファイル形式 □XML 形式 

発注者  

■土質試験

及び地盤調

査管理ファ

イル 

使用ソフト 

受注者 (業務管理ファイルと同じ) 

納品時ファイル形式 □PDF 形式 

発注者  

□土質試験

一覧表デー

タファイル
使用ソフト 

受注者 (報告書フォルダと同じ) 

納品時ファイル形式 □(協議による) 

発注者  

地

質

調

査

資

料 

*1 

□データシ

ート交換用

データ 

BORING 

TEST 

使用ソフト 

受注者  

 備考  

*1:地質フォルダ(SURVEY)以外に他フォルダに保管されるファイルがある。 

*2:この図面は DRAWINGフォルダに保管される。 

 

 

□その他の書類は、従来と同形式の納品とする。 
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(４)遵守すべき要領・基準類 

名称 日付 策定者 

電子納品に関する手引き(案)【業務編】 ■平成 17 年 3月 

土木設計業務等の電子納品要領(案) ■平成 17 年 3月 

土木設計業務等の電子納品要領(案) 電気通信設備編 □平成 17 年 3月 
土木設計業務等の電子納品要領(案) 機械設備工事編 □平成 17 年 3月 
測量成果電子納品要領(案) □平成 17 年 3月 

地質・土質調査成果電子納品要領(案) □平成 17 年 3月 

デジタル写真管理情報基準(案) □平成 17 年 3月 

CAD 製図基準(案) □平成 17 年 3月 

CAD 図面作成要領(案) (港湾局版) □平成 17 年 3月 

CAD 製図基準(案) 電気通信設備編 □平成 17 年 3月 

CAD 製図基準(案) 機械設備工事編 □平成 17 年 3月 

山口県 

 

(５)電子納品対象の納品方法 

電子媒体の提出 □提出する全てのデータを格納した CD-R を正副各 1 部提出する。 

印刷出力の提出 
□以下の書類については、電子データの印刷出力を 1部提出する。 

(                         ) 

従来形式の成果品の有無 
□以下の書類については、従来形式の成果品も合わせて提出する。 

(                         ) 

 

(６)コンピュータウィルス対策(受注者側) 

使用ソフト名 

□Norton Antivirus   (ver.          ) 

□ウィルスバスター  (ver.          ) 

□Virus Scan  (ver.           ) 

□その他(                          ) 

ワクチンソフトの常駐 
□インターネットにアクセス可能なコンピュータでは、ウィルスワクチ

ンソフトが常駐される 

ウィルスチェックの実施 

□外部から媒体を受け取った際には、その媒体に対するウィルスチェッ

クを行う。また、外部への媒体引渡しの際には、その媒体に対するウィ

ルスチェックを行う。 

ウィルスパターン定義 

データの更新 

□管理責任者は、1週間に 1回程度以上は定義データの更新状況を調査、

最新のウィルスパターン定義データに更新する。 

ウィルス発見・駆除時の

対応 

□ウィルスが発見された場合には、管理責任者がウィルスを駆除し、感

染源を特定し、データ作成者に連絡すると共に、発注者にウィルス発見

の届出を行う。 

 

(７)その他 
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◆ 検査前協議チェックシート(調査設計業務用) 
 

検査日 平成 年 月 日

 

 

業務名  

工期 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

工事番号  

 

 発注者側 

担当者 

 

管理技術者  

 

 

担当者 

 

受注者側 

操作補助員  

 

(１)検査場所・予定日時 

検査場所  

予定日時 平成  年  月  日   ：  ～  ： 

 

(２)電子検査の対象書類 

対象書類ファイル項目 
ファイル項目内容

チェック 
内容チェック 

電子データによる 
書類審査 

□業務管理ファイル    
□報告書管理ファイル    
□報告書ファイル    
□報告書オリジナルファイル    
□図面管理ファイル    
□図面ファイル    
□写真情報管理ファイル    
□写真ファイル    
□説明ファイル(測量)    
□測量平面データ    
□測量縦横断データ    
□地質情報管理ファイル    
□ボーリング交換用ファイル    
□電子柱状図データファイル    
□電子簡略柱状図データファイル    
□打合せ協議簿ファイル    
□リサイクル計画書ファイル    
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(３)検査時使用機器 
項  目 内  容 手配実施 

パソコン機種名  □ 発注者 
□ □受注者 

モニターサイズ  □ 発注者 
□ □受注者 

解像度  □ 発注者 
□ □受注者 

プリンタ(機能)  □ 発注者 
□ □受注者 

 
(４)検査用ソフトウェア 

検査対象 検査使用ソフトウェア名 手配実施 

管理ファイル           (Ver.   ) □発注者 □受注者

報告書ファイル           (Ver.   ) □発注者 □受注者

図面ファイル           (Ver.   ) □発注者 □受注者

写真ファイル           (Ver.   ) □発注者 □受注者

測量平面図           (Ver.   ) □発注者 □受注者

測量縦横図データ           (Ver.   ) □発注者 □受注者

電子簡略柱状図データファイル           (Ver.   ) □発注者 □受注者

文書ファイル 
(ワープロソフト)           (Ver.   ) □発注者 □受注者

表計算ファイル 
(表計算ソフト)           (Ver.   ) □発注者 □受注者

その他           (Ver.   ) □発注者 □受注者

 
(５)機器の操作 

検査には、以下に示す受注者操作補助員が同席するものとし、検査官の求めに応じて電子

データの内容をパソコンの画面に表示、あるいはプリンタに出力する。 
操作補助員指名  
部署名  
連絡先(電話番号)  
連絡先(e-mail)  

＊ 受注者操作補助員は、検査に先立ち上記ソフトウェアの操作方法を習得しておくこと。 
 

(６)その他 
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◆ 納品時チェックシート(調査設計業務用) 
 

 

検査日 平成 年 月 日

 
 

業務名  
工期 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 
工事番号  

 
 

発注者側 担当者 

 
管理技術者  

 
 

担当者 

 

受注者側 

操作補助員  
 
 
 

(１)電子媒体の確認 
使用媒体 □問題なし→特記仕様書どおり 

□問題あり(                   ) 
ラベル □問題なし→正しく作成されている 

□問題あり(                   ) 
 

 
(２)ウィルスチェック等 

ウィルスチェックの実施 □実施できた 
□実施できなかった(               ) 

ウィルスチェックの結果 □異常なし→ウィルスは検出されなかった 
□異常あり(                   ) 

電子納品チェックシステム

プログラムの結果 
□エラーなし 
□エラーあり(                   )

 
 

(３)フォルダ構成 / ファイル名 
電子媒体内のフォルダ構成 □問題なし→正しく作成されている 

□問題あり(                   ) 
ファイル名 
(命名規則に従っているか) 

□問題なし→正しく作成されている 
□問題あり(                   ) 
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(４)管理ファイルのデータ項目内容チェック 
電子納品対象項目 内容チェックの実施 内容チェックの結果 

□業務管理ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

□報告書管理ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

□図面管理ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

□写真情報管理ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

□説明ファイル(測量) 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

□地質情報管理ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□正常に作成されていた 
□内容に問題があった 
 (          ) 

 
 

(５)電子データ内容と印刷出力との内容照合チェック 
電子納品対象項目 内容照合チェックの実施 内容照合チェックの結果 

□報告書ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□報告書オリジナルファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□図面ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□測量平面データ 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□測量縦横断データ 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□ボーリング交換用ファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□電子柱状図データファイル 
□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

□電子簡略柱状図データファ
イル 

□実施できた 
□実施できなかった 
 (         ) 

□内容に相違はない 
□内容に相違があった 
 (          ) 

 
(６)CD-R ラベルの確認 / 電子媒体納品書の受領 

CD-R ラベルへの確認 □発注者は CD-R ラベルの確認を行う 
電子媒体納品書の受領 □受注者は署名・捺印した電子媒体納品書を提出する 
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(７)その他 
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電 子 媒 体 納 品 書 
 

 殿 
 

 

 受注者 (住所)             

       (氏名)              

                      (管理技術者氏名)                   印 

 

下記のとおり電子媒体を納品します。 

 

 

記 

業務名 
 

 

TECRIS 

登録番号 
 

電子媒体の種類 規格 単位 数量 作成年月 備考 

 

 
     

 

 
     

 

 
     

 

 
     

 

 
     

 

 
     

 

 
     

備考： 

1.調査職員に提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


